
経 輪 窃千午一)6

中高校 にお けるコン ピューター教 育
の現状 と将来

運'

＼

昭和45年3月

、,瀞 顕
し一 言

タ

財団法人 日本経営情報開発協会

▲





目 次
、

1.中 ・高 校 の コ ン ピ ュ ー タ 教 育

1.1

1.2コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 必 要 性

1.5コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 目 標

コン ピュータ 教 育 の社 会 的背 景

1.4結 び

3

三5

4

6

8

2.商 業 高 校 で の コ ン ピ ュ ー タ 教 育
0

2.1コ ン ピ ュ ー タ 教 育 へ の 過 程

2.2コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 現 状

2.3

24コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の動 向

コ ン ピュ ー タ教 育 の問題 と改 善

9

9

10

17

19

3. 工 業高等学校 における情報処 理教育

5、1現 状 の 概 要

3.2

5.5実 践 の 事 例

3.5.1

ろ.5,2

3.3.3

3.3J4

5.4

電 子科 ・電気科以外 の学科の現状

ハ ー ドウ エ ア の理 解 に重 点 を お く指導 例

ア プ リケ ー シ ョン に重点 を お く指 導例

電子科 ・電気科におけ る実 習例

電 子 計算 機 コー スの例

今 後の情報処理教育

21

21

24

24

24

25

26

27

28



4.普 通科高等学校 における情報処理教育

4.1

4.2

ξ3

情 報処理教育の現状

情報処理教 育の障害

望 ましい情報処理教育

31

31

55

56

5.'中 学 生 の コ ン ピ ュ ー タ ・ ク ラ ブ

5.1

5.2

5.3

5.4

5.5

は じめ に

目的 と活動 の基 本計画 と考察

教 育 ス ケ ジ ュ ー ル

活動の実際

反 省

59

39

40

44

47

51

中学 已高校 生 向 け ・ ン ピ ュ一夕 啓蒙 パ ン フ レ・ ト

作 成 に関 す る監 修委 員会 委 員 名簿



1.i中 ・'高校 の コ ン ピ ュ ー タ教 育

横浜市立大学 教授 中 森 寛 二

1.1コ ン ピ ュ ー タ 教 育 の 社 会 的 背 景

ひとつの酬 一 情報化脚 封鰺 告げる価値鞠 転榊 樫 っ

て い る。

情 報 処 理 技 術 の進 歩 に伴 い 、社 会 の あ らゆ る分 野で コ ン ピュータ リゼ ー

シ ョンが促 進 され 、 い わ ゆ る 「情 報 革 命」 が進 展 しつ つ あ る こ とは周 知 の

とお りで あ るが、 同 時 に従 来 には み られ な かっ た 多 くの 新 しい 問題 が登場

して きた。,・,

教 育 問題 もそ の1つ で あ る。 た だ し コ ン ピュー タ教育 と い う場 合 、社 会

生 活 にお け る コン ピ ュー タ の位 置 づ け を正 し く認識 して か か らな い と、 教

育 を め ぐる伝 統 的な観 念 や 社 会 的 通 念 は 正鵠 を失 した もの とな る恐 れ が 多

分 に あ る。 す な わち 、従 来産 業 界 や 教 育界 が取 り上 げ て考 察 を加 えて ぎ た

通 常 の 教育 問 題 とは異 質 な もの がそ こに あ る こ とを 注意 した い。

.一 般 に国 民 が コン ピュ ータ と 関係 を も つ と き、2通 りの もち方 が 識 別 で

き る。・1つ は コ ン ピ ュータ に職業 として狂 事 す る者 と・して.・い ま1つ は 利

用 す る者 、利 用 させ られ る 者 と し ての 関 係 の もち方 で あ る。後 者 には 非 コ

ン ピ ュ ータ要 員 と して職 業 生 活 を送 っ て い る者 ぼか りで な く、 職業 を もた

な い 者 も含 まれ る。 つ ま り、 コ ン ピュー タ 要 員 と非 コ ン ピ ュータ 要 員 とい

う2つ の社 会 的 立 場 が コ ン ピ ュー タを め ぐっ て 存在 す る。

コ ン ピュー タ利 用 の初 期 の 頃 は設 置台 数 も少 な く、そ の利 用 の仕 方 もユ

ーザ ー が 自分 の ところ の情 報 を 自己 の組 織 内 で処 理 す る とい う閉 鎖 的 な も

の で あ っ た。 した が っ て社 会 生 活 に お け る コン ピ ュータ の位 置 づ けは 、あ

くまで も特殊 な も の、実 務 界 で のみ利 用 され て い る もので あっ て 、人 々は

・職 業 生活 に おい て のみ そ れ と関係 を もつ に過 ぎな か っ た。㌦.

しか し コ ン ピュー タ の発 達 、応 用 面 の開発 に よっ;て機械 の設 置台 数 は指

数 関 数 的 に伸 び 、 用途 も増加 した結 果 、 コン ピュ ータ、の位 置づ けが それ ま
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で の限 られた 実務 界 で・のそ れ か ら、 さ らに広 い世 界 く と転 位 し、一般 社 会

生 活 の 中へ 深 く根 を お ろ すに 至 った の で あ る。

コン ピュー トピア とい う言 葉 が 暗示 す る よ うに 、 コ ン ピ ュータ は単 に職
ヒ ヨ コ ビ

業 生 活を 利 す る機 械 と して'よ りも、む しろ非 職 業生 活 も し くは家 庭 生 活を

豊 か にす 機 械 と し て考 えち れ'て き て・・る.社 会 生活全 般 を豊 旅 す るた

ぬ ・ ン ピ ー タ は利 用 され ・研 究 され て い るので 柄 ・ そ し てい まや そ

れ は 、産 業界 のみ な らず 、科 学 、政 治 お よび文 化 活動 全般 に おい て 、現代

社 会 に第二 の産 業 革 命以 上 に情 報 革 命 と も呼ば れ る変 革 を もた ら し、人 間

を と りま く環境 に つい ての考 え方 、現代 社 会人 の 思考 様 式 にまで か かわ り

合 い を もつ よ うに なっ て きた。

コン ピ ュータ の この よ うな一 般 化 は 、 国民 と コン ピュ ータ との関係 を 非

常 に密 接 な もの に した。 今 日われ わ れ は 、た とえ コ・ン ピュ 一夕 に職 業 と し

:
て直 接従 事 す る者 で ない と して 尋,、それ と な ん らかの 形 で 関係 を もたず に

は 、∵生活 で きない ところ まで きて い る とい っ て もいい す ぎで は ない 。

この新 しい 時代 の進展 に即 応 し、・これ か らの時代 に生 き るすべ ての 青少

年 に コ ン ピュ＼一夕 の可 能性 と限 界 を 教 え 、近 代 社 会 におけるコンピュータの意

義1コ ンピュータと人 間との共 存 関係を正 しく理 解 させることは極めて重 要 で あ る。

わ れ わ れが 中 ・高校 とい う場 にお け る コツ ビュ一 夕教 育 の重 要性 を主 張

す るゆ え んは こ こにあ る。

1.2コ ン ピュ ータ教 育 の必 要性

今 日の よ うに コ ン ピュー タが 国民 生 活 全般 の 中 に深 く浸 透 して きた以 上 、

その 教 育 は個 々の企 業体 だ けの私 的な 問題 と して考 え られ るべ きで は な く、

国家 の公 的 な 問題 と して取 り扱 わ れ ね ば な らな い 。 この よ うな教 育 を行 な

い得 る ものは 公 共教 育 機 関 を おい て他 に な い。 コン ピュータ が公 共 教 育 機

関で 取 り扱 うべ き教 育 素;材と しての 妥 当 性 を 十分 もっ て い るこ とは 、 もは

や 明 ら か で あ ろ う 。'・ 一㌧i'1・'・'`t
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高等 学 校 にお け る コ ン ピュ ータ 教 育 の必 要 性 は 、 以前 か ら識 者 に よ り叫

ば れ て き た し、 また文 教 当局 もと くに商 業 高校 に教科 と して と り入 れ るな

ど、一 連 の努 力 は 払 わ れ て きた 。 しか し これ らは どち らか とい えば 人 的 資

源 の養 成 ・確 保 とい った 産 業 界 の要請 に応 えた もので あ り、 職業教 育 の 多

様 化 路線 にそっ た もので あ る。必 らず し も一 般 教 育 と して コ ン ピュー タ に

つ い ての 正 しい 理 解 を与 え る必 要性 の認 識 に立 った もの で は ない よ うに思

わ れ る。

コン ピュータ 教 育 を 高等 学校 で行 な うと き、産 業 界 の要請 と一 般 社 会人

と しての教 養 とい うご この2つ の社 会 的 立場 の どち らを強 く考 慮 に入 れ る

べ き であ ろ うか 。

現 代 社 会 に生 き る者 と して 、わ れ わ れ もまた前 者 を 軽視 す る もの で は な

い。 過去 数 十 年 に わ た り、高 等 学 校 にお け る職業 教 育 は 、生徒 の能 力 開発

な らび に わ が国 産 業 経済 の発 展 に必 要 な 人 材 の育 成 に大 きな役 割 を果 た し

て きた。

い ま また コ ノ ビュー タの 出現 に よっ て 、企 業 の本 質 は 「急 激 に して全 面

的 な変 化」 を余 儀 な く され 、近 代 化へ の 脱 皮 が 至上 命 令 と もなっ て い る こ

と を考 え る と、 そ の ため の 人 的 資 源 の養 成 ・確 保 は大 きな社 会 的 要請 で あ

ると いわ ね ば な らな い。 わ が 国産 業 界 にお い て 、学 校教 育へ の コン ピュー

タ教 育 の導入 の必要 性 が急速 に高 ま りつ つ あ る のは 、 この た めで あっ て 、

商業 高校 の小 学科 の2つ 、 事 務 科 ・経 理 科 の 中 で コン ピュー タ教 育 を行 な

うことが 定 め られ 、予 算 措 置が 講 じ られ て い る こ と、お よび理 科 教 育 審 議

会 で の 、高 等 学校 の課程 の多 様 化 の線 に そ っ た理 数 科 の設 備基 準 の 中 に コ'

ン ビュ一 夕が 示 さ れて い る こと も、 この 現 わ れ と解 し て よかろ う。

しか し また一 方 、 一般 教 育 の カ リキ ュ ラ ム の 中で情 報 科 学 な い し コン ピ

ュ ータ に 関 す る教 育 を授 け る こ とは 、す で に述べ た よ うに学校 に とっ て き

わ めて重 大 な使 命 とい わ な け れば な らな い。 一般 人 は 、学 校 で コン ピュー

タ や情 報 科学 に つ い て正 しい 態度 を養 わ な け れば 、社 会 に出 て ある 種 の疎
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外 感 や ア レル ギ ーを もつ 危 険 が 多分 にあ る。

社 会全 体 が人 間 と コ ン ピュー タ との共 存関係 に よっ て発展 してい く時代

に生存 し、活 躍す る世代 を育 て る ため には 、 コン ピュータ に っい て の正 し

い 態 度 の 育 成が 、学 校 教 育 に課 せ られ た最 大 の責務 で あ る。 これを 怠 っ て

は 情報 処 理 に関 す る国 民的 基盤 の 醸 成は 不可 能 で あ ろ う。 情報 革 命 に対処

す る学 校 教 育 の役 割 は きわ めて 重大 で あ る。

しか し現状 は 、 中学校 は もち ろ ん 、商 業 高校 の一 部 を除 い ては 高校 に も

コ ン ピュ ータ 教 育 を行 な うよ うな教 育課 程 は な く、当然 設備 も予算 も用意

され てい な い。文 教 当 局 は 勇断 を もっ て新 時代 の到来 に備え ての コ ン ピュ

ー タ教 育 の推 進 に着 手 す る必要 が あ る。

1.5コ ン ピュータ 教 育 の 目標

そ も そ も教 育 の 目標 は 、われ わ れ の後 継 者 を して そ の社 会 に適 応 させ ・

社 会 を進 展 させ る能 力 を得 さ しめ る ことに あ る。

した が って 、学 校 教 育 に お ける コン ピュータ 教育 は 、技 術 者 の 養 成 とい

う見 地 もさ る こ とな が ら 、む しろ 、情 報 化時 代 を 主体 的 に生 き る人 間 の教

育は い か に あ るべ き か と い う観点 か ら適 切 な もの で な け れば な ら ない 。

現 在 わ が 国で コン ピュ ータ教 育 と して行 な われ てい る ものは 、ほ と ん ど

コ ン ピュ ータ要 員 を養 成 す るた め の 職 業訓 練的 な もの で あ る。養 成 は短 期

的 な必 要性 の上 に 成 り立 っ てい る こと、功利 的 で あ る こ とな どが特 徴 で あ

る。い わば 「今 日の」要 員 を育 て上 げ る ことが狙 い で あ る。 そ こには 、国

家 的 な視 野 に立 ち 、長 い 展望 に もとつ いた 教 育 シス テ ムの論 理 は あ るべ く

もな く、社 会啓 蒙 的 な 持 味 もない 。 中 ・高校 にお け る コン ピュ ータ 教 育 の

1つ の 目標 は 、今 日の要 員 の養 成 とい うこ とで は な く、明 日 あ るいは 明後

日の人 材 の育 成 におか れ るべ きで あ る。

商 業 高 校

商 業高 校は 職 業 教 育 を行 な う高等 学 校で は あ るが 、 本 来 学校 教 育 法に定め
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られた と ころ の学 校 で あ り、後 期 中等 教 育 の一 分 野で もあ る。 後期 中等 教

育 の重要 な使 命 は 、 人間 性 の形 成 、人格 の 陶 冶 とい った と ころで あ る。 した

た が っ て 商業 高 校 は 職業 教 育 を行 な うけ れ ど も、 同 時 に人 格 教育 を忘 れ ず 、

人 格 あ る職 業 人 の 養 成 、全 人 教 育 と職 業教 育 と の調 和 が そ の教 育 の根 本 方

針 で あ る。 この よ うな意味 で商 業 高校 は 職 業訓 練 を専 門 に行 なっ て い る学

校 とは異質 な もの で あ る。

した がっ て 商業 高 校 の ・ン ピ_タ 教 輌 ⊃目標 は 、 ・ ン ピゴ タ の本 質

に つ い て近 代社 会人 と して必 要 最少 限 の理 解 を得 さ しめ ると同時 に・基礎

的な 技 能 を・習得 させ 、 それ に よ り卒 業後 短 期 間の 組 織 内 訓練 に よっ て コン

ピュ ータ に従 事 す る こ とを可 能 な ら し め、 あ るいは 卒 業後 大 学 ・短 大 に 進

学 した 後 、 よ り高 度 な 情 報 処理 に従 事 す るこ とを志 望 す る場 合 に は 、そ の

た め の学 習 にお い て 有利 な立 場 に立 たせ る と い うこ とに な る。

普 通 高 校

普 通高 校 に おい ては 他 の教 科 と の関 係 もあ っ て 、 コン ピュ ータ 教 育 を独

立 した科 目 と して で な く、他 の学 科 目 の カ リキ ュラ ムの 中 に と り入 れ る こ

とに よっ て 、最 近 の科 学技術 の発達 と これ に基 づ く産業 経 済 の発展 に果 す

コ ン ピュータ の 役割 を 正 し く認識 させ る ことが 望 ま しい 。 コン ピュー タ と

い う もの は 、 ソ ロバ ン の よ うに その 技術 自体 が独 立 して高 い価 値 を もつ と

い うよ りは 、む しろ他 の知 識 と結 合 し ては じめ て 効果 を発 揮 す る もの だ か

らで あ る。

課 外 サ ー クル 活動 と して プ ログ ラ ミ ング指 導 を行 な うのは よい が ・必 ら

ず 実 習を 伴 う よ う措 置 が講 じられ な けれ ばな ら ない。 実 習 を 伴 わな い プ ロ

グ ラ ミン グ練 習 は無 意 味 で あ り、有害 で さえ あ る。

中学校

中学校 は 義務 教育 であ り、将 来 の 進 路 が まだ 定 まっ てい ない ので ・ そ こ

で の コ ン ピュー タ教 育 は 情 報 処理 の進 展 を社 会発 展 の 基軸 事 象 と し て抱 え

た啓 蒙 を主 目標 とすべ きで あ る。 また 、課 外 のサ ーク ル 活動 な どは 奨励 す
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ぺ き で あ り 、 それ に対 す る予算 措置 が 講 じ られ る ことが望 ま しい が 、 大

切 な こ とは 高校 ・大 学 に至 る一 貫 した過 程 の 中で コン ピュータ 教 育 が考 え

られ な け れ ばな らな い こ,とで ・特 殊 な偏 向教 育 は か えっ て有 害 な結 果 に導

く恐 れ が あ る こ とを忘 れ て はな らな い。 した が つ て それ には十 分 な研究 と

慎重 な実 験 が必要 で 、モ デル スク ール の 選定 が望 まれ る。

結 び

学 校 教 育 に おけ る コ ン ピュー タ教 育 は 、従 来 の教 育 内容 に加 え て 、各 学

校 段 階 にお け る生 徒 の年齢 や発 達 状 況 にふ さわ しい 情報 処 理 につ い て の知

識 ・技 術 が与 え られ る とい う基 盤 に 立 っ て、 長期 的 展望 の視 野 に お いて考

慮 され な け れば な ら ない。'

そ の た め の 当面 の方 策 と して 、文 教 当局 お よび 関係 方 面 に対 し、次 の措

置が す みや か に と られ る こ とを要望 した い。

1.卒 業 後 就 職 す る者 に対 し ては 実 習 を含 む コ ン ピュ ータ の基 礎 教 育 を施

す こ とが 望 ま しい。 このた め には 、職 業 高校 にお け る教 育 用 コ ン ピ ュー

タ の標 準仕様 の 設定 な らび に基 本 的 な 学 習指 導 要 領 の 作 成 が必 要 で あ る。

2.コ ン ピュ ータ設 備 の効率 的使 用 を 図 るため 、共 同 利用 の施 設 を 設 け 、

生徒 の実 習お よび 教 員 の研修 を行 ない 得 る よ うと り図 られ た い。

3.コ ン ピュー タ教 育 の推 進 にあ た ・って 、 当面 最大 の問 題 の1つ は教 員適

格 者 の不足 で あ り、教 員の充足 に見 合5:?ン ピュ 一夕教 育 の拡 充 も大 切

で あ るが 、教 員適格 者 の充 足 が 焦 眉 の急 で あ る。
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2.商 業 高 校 で の コ ン ピ ュ ー タ教 育

東京都教育庁指導部,

指導主事 田 中 宏 平

2.1コ ン ピ ュー タ教 育 へ の過 程

(1)商 業 教 育 の現 代 化

昭和48年 度 か ら実 施 され る高 等学 校 の 教育 課程 の 改訂 には ご高 校 教

育 の現 代 化 が 重要 な 柱 とな っ て い る。 商 業教育 にお い て も、 「近 代化 」

が 昭和35年 頃 か ら盛 ん に唱 導 され る よ うに な っ た。

商業 教 育 の現代 化(一 般 的語 法 に従 っ て)は 、産業 の高度 成長 、経 営 ・

流通 ・事務 革 新 な どに伴 う実 務 界 の進 歩 に即 応 し て、商 業 教育 の内容 を

改善 し よ うとい う動 きであ る。 端的 には 、昭和42年8月 に理科 教 育 及

び 産 業教 育 審議 会 に ょる 「高 等 学校 に お け る職 業教 育 の多 様 化 に つ いて

(答 申)」 にみ られ る小 学 科 制の 設 置 と新 科 目 の指導 に示 さ れ る。

新 学科 ・新 科 目の 中心 をな す もの は 、 事務 ・経 理 な どの学科 お'よび 、

「事 務 」 「事務 管 理 」 「事務 機 械」 な どの科 目で あっ た。 商 業教 育はビジ

ネ ス ワー カ ー と して の 資質 育 成を め ざす もの で あ る が、 と くに事務 教育

が 強 く主 張 さ れ、 コ ン ピュー タを 含 め た 「事務 機 械」 の 教育 が公式 に商

業 教育 の場 に現 われ て きた。

(2)事 務機 械 教 育 の展 開

商 業 教 育 での 事務 機 械 教 育 は 、 す で に戦 前 か ら英文 ・和文 タ イ プラ イ

テ ィ ング にみ られ た と ころで あ るが 、 昭和35年 度 の豹 育 課程 の改 訂 と

と もに、 計算機 ・加 算 機 ・カ ナタ イ プ ライタ 。 複 写 機 器 な どの指導 が追

加 され た。 さ らに昭和40年4月 の 「産 業教 育 施 設 設備 の基 準 」 改 訂 と

と もに、 作表 加 算機 ・会計 機 な どの 複 合機 の 導 入 が 認 め られ 、 カ ー ドせ

ん孔機 も入 っ て事務 機 械教 育 の指 導 内容 が 高 度 化 して きた。 そ のた め 事

務 機械 教育 が単 能 機 のオ ペ レーシ ョンを 中心 とす る考 え方 に対 して、 単

能 的機 械 にあ きた らず 、 事務 の機 械 化 を シス テ ム的 に とらえ 、組 織 機械

にふ れ る指導 が 行 な われ る よ うにな っ た。

昭和58年 か ら3カ 年 にわ た る。文 部 省 の高等 学 校 教 育 課程 研究集会で
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は 、 事務 機械 教 育 を主 題 と して研 究 が続 け られ 、商業 教 育 に おい て も、電

子 計 算 機 教 育 を な す べ き で あ る とい う主張 は 、 ます ます 明確 にな っ て き

た。

(3)コ ン ピュータ教 育へ の移 行

実 際 に コン ピュータ を使 っ て の授 業 は 、昭和58年 、大 阪市 立天 王 寺 商

業 高 校 を もっ て 初め とす る。 同 校 で は 「事 務機 械 」 「事務 管理 」 「商 業 実

践」 の5科 目の 中 で 、NEAC1201に よ るコ ン ピュー タ教 育 を行 な っ て

い る。続 い て、 昭和40年 愛 知 県 立 愛 知商 業 高 校 がFACOM250-10を

導 入 し セ 、か な コボル に よる プPグ ラ ミン グ実 習を は じめ た。 両校 の教 育

指導 の実 績は 、 それ まで の コ ン ピ ュータ教 育否 定論 く の見 事 な挑 戦 で あ っ

た。 以来 、各 学 校 、共同 実 習 所 で の コン ピュータ導 入 は逐 年 増 加 し、 体験

的 な 実 習を通 して の コ ン ピュ ータ教 育 が推進 され ると と もに・機 械 を所 有

せず と も、講 義 、視聴 覚 教 材 に よっ て教 育 す る こと も一 般 化 して き た。 た

だ 、商 業 教育 で の コン ビュー ・タ教 育 の 内容 は確 立 し なか った ふめ 、 そ の指

導 内 容 の混乱 は 避 け られ な か った が 、 よ うや く昭 和44年12月 の遅産 審

「高 等 学校 にお け る情 報 処 理教 育の 推 進 につ い て(建 議)」 にお い て指 導

の 中心 とな るべ き 目標 、内 容 が一 応 明 らか に され た。

2.2コ ン ピュータ教 育 の現 状

(1)商 業教 育 で の狙 い

現在 、公 的 に示 され てい る 前記理 産 審 建 議 に よると 、 コン ピュータ教

育 とい うよ りも情 報 処理 教 育 と して と らえ 「情 報 処理 に関 す る基 礎 的 な

理 解 を 深め 、適 切 な情報 処 理 を 行 な うた め の基 礎 的 な能 力 と基 本的 な 資

質 を養 う」 と示 され てい る。 そ のた め には 「単 に知 識 を 習得 させ る とい

うこ とに とど ま らず 、実 際 に 電子 計 算機 を使 用 させ る こ とを 通 じて必要

な 資質 を養 うよ うにす る」 こ とに留 意 してい る。

コ ン ピ ュー タ教 育 に よって 、 当面 必 要 とされ る プ ログ ラマ ーの需 要 に
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こた え る こ どが 考 え られ るが 、 た んに 「情報 処理 技 術者 の養成 とい う狭

・い 見地 か らだ け でな く、 将来 の担 当事 務 に関 す る教 育 と情 報 処理 に関 す

る教 育 とを調 和 させ る」 こと も必 要 な狙 い と してい る。 す なわ ち ・ コン

ピュ ータ のみ を切 り離 した教 育 は あ りえ ない ので あっ て、 アプ リケ ー シ

ョンを十分 消化 し うる教 育 が たい せ つ で あ る。

遅 産審 建 議 では 、情報 処理 を専 門 とす る学科 を と くに対 象 と してい る

が 、商 業 教育 では 、 事務 科 、 経 理科 の よ うな 運座 審答 申 に示 され る学 科

にお け る教 育 、 さ ら にそ の他 の商業 科 に お け る教 育 とい うよ うに3段 階

の コ ン ピュ ータ 教育 を考 え ね ば な らない 。 それ ぞれ の学 科 の 目標 に応 じ

て 、 コ ン ピ ュータ の専 門 技術 段 階 、 専 門教 養 段 階 、[般 教養 段階 と称せ

られ る。

専 門 技術 では 、少 な くと も小型 機 以 上 を使 用 し、 関係 科 目単位 数20

単位(約700時 間)の 履 修 に よっ て 、学力 的 に は情報 処 理 技 術 検定 第

2種 程 度 は十分 習得 し うる もの とな ろ う。 専 門教 養 と しては 、超 小型 機

を使用 し、学 科 の 内容 に応 じて 、経理 情 報 、販売 情 報 な どの実務 処理 く

の適応 を 可能 にす る。 また 、商 業教 育 で の一 般 教 養 と しては 、情 報 処理

教 育 セ ンタ ー の利 用 、 単能 的 事務機 械 の プ ログラ ミン グな どの実 習 を加

えて、 実 務 で の企 業 内 教育 を ス ムー ス に受 入 れ る基 礎 能 力 を得 させ る必

要 が ある。

(2)コ ン ピュータ 設 置 の状況

昭和44年]0月 現在 、 商業 高校 段階 で 導 入 し てい る コ ン ピュータ の

総 数 は22台 で あ り、 内訳 は 中型1、 小 型11・ 超 小 型10と な っ て い

る。 機 械 別 ユ ーザ ーは 次 の通 りで あ る。

①IBM1440(1台)

東 京 都 立 商 業 教 育共 同実 習 所

②FACOM230-10(9台)

愛知 県 立 緑 ケ丘商 業 高校 、愛 知 県 立 愛知 商業 高 校 、大 阪 市立扇 町 商
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業高 校 、大 阪 市 大 成高校 、大 阪 市 立商 業 教 育 セ ンク ー 、名 古 屋市 立 共

同 実 習所 、広 島 県 立 商業 教 育 共 同 実 習所 、 富 山県 商 業 教育 セ ンタ ー 、

岡LI」県 立商 業 教 育 共同 実 習所

③HITAO201(1台)

東 京都 駿台 学 園高 校

④NEAC1240(1台)

別 府 市立 別 府 商 業高 校

⑤NEAC1210(6台)

北海 道 立 小樽 商 業 高校 、桐 生 市立 桐 生 商業 高校 、島 根 県立 松 江 商業

高 校 、北海道 旭 川 商業 高 校 、北 海道 滝 川 商 業高校 、長 野 県松 商学 園高

校

⑥NEAC'1202.(1台)、,

滋賀県 立 八 幡 商業 高 校

⑦NI,AC1201(1台)

大 阪 市 立天 王 寺商 業 高校

⑧JAC110(1台)

新 潟 県立 高 田 商業 高 校

⑨MGP・ 一一21(1台)

千 葉県 立 銚 子商 業高 校

以 上 の ほ か 、PROGRAMMA101を2校 所 有 して い る。

なお 、 シス テム構 成 の例 と して 、単独 校 では最 大 規模 の緑 ケ 丘高 校 の
.ゴ

場 合 を 次 に 示 す 。

① 本 体 関 係

ア.中 央 演 算 処 理 装 置(8K)イ.高 速 紙 テ ー プ リー ダー ウ.,ラ

イ ン プ リン タ ー エ.コ ン ソ ー ル タ イ プJ九 マ ガ ジ ン フ ァ イ ル5

台
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① 入 力機 器

ア.フ ア コム ライタ4台 イ.マ ー クテ ーパ ー ウ.ク ス ダ ワク

パ ーフオ レ一夕

(3)教 育 内容

理産 審 建 議 を うけ た新 学 習 指 導 要領 に 示 さ れ るで あ ろ うコン ピュータ

関係 科 目 と しては 、 「電 子 計 算 機一 般 」 「プ ログ ラ ミング1」 .「プPグ

ラ ミン グ1[」 が 直接 的 な もの で あ る。 そ の他 「事務 」 「事務 管 理 」 「事

務機 械 」 「機械簿 記 」 「経 営 数 学」 「事 務 実践」 「経 理 実践」 で も内容

的 にか な り.のウエ イ トを 占 め よ う。 また 、 「経 営」 「簿記 会 計」 「計 算

実 務」 「統 計 実 務」 「商 業 実 践」 な どの 科 目 で も コン ピュータ にふ れ る

ことが あろ う。

直 接 科 目 の指 導 内容 は 次 の通 りで あ る。

① 電子 計 算 機 一般(105時 間 程 度)

ア.電 子 計 算 機 の機 能 、 イ.デ ータ作 成 ウ.プ ログ ラ ミング

エ.デ ータ処 理 オ.電 子 計 算 機 の 八 一 ドウエ ア カ.電 子 計 算機 の

ソ フ トウエ ア や 電 子 計 算機 の利用

② プ ・グ ラ ミング1(210時 間程 度)

ア プ ログ ラ ミン グの 手順 イ.入 出力 ウ,四 則 計算 工.判 定

オ.テ ータ チエ ック カ.分 類 キ.混 ぜ 合 せ ≡ フ ァイル 修正

③ プ ログ ラ ミング 」]1(105時 間程 度)

ア・ 経理 管 理 と情 報 イ.販 売 情 報 の処 理 ウ,販 買情 報 の処 理

二.経 理 情報 の処 理

以 上 は 、実施 を 予定 さ れ る内容 で あ るが 、現 実 に行 な わ れ て い る具 体

例 と して、 愛知 商業 高 校 の指 導 内容 を示 す。

① 事 務 機械1(約70時 間)

コ ン ピュー タ 事前 教 育 と して 、カナ タ イ プ、 加算 機 器 一操 作 の習熟
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② 事務 管理(う ち約10時 間)

情報 処 理 の知 識教 育 と して、 事務 の概 念 、情 報 処理 の組織 、事務 の

機械 化 、事務 の 革 新 に つ き、 コ ン ピュータ を 中心 に講 議

③ 事 務 機 械1(約35時 間)

ス トァ ドプ ログラ ム方 式 の卓 上 電 子式 計 算 機 に'よりコ ン ピュータ概

念 、機 能 ・種 類 、 プPグ ラ ミン グ実 習

④ 事 務 機 械[(約70時 間)

小型 機 に よ る コ ン ピュ ータ教 育 ア.八 一 ドウエ ア イ.ソ フ トウ

エ アの理 解 ウ.プ ログ ラ ミング(作 成手 順 、COBOL文 法 、 プ ・

グ ラ ミン グ技 法)舌 デ ータ処 理(給 与 計算 、販 売管 理)

また 、一 般教 養 に相 当 す る教 育 セ ンタ ーで の 指導 内 容 につ い て 東京

都商 業 実 習所 の例 を 示 す 。

① 計算 タ イ プ ライタ ー(糸 勺6時 「縄)

② 会 計機(約6時 間)

③PCS(約12時 間)

せ ん孔 撚 分 類機 照 合 嵩 翻 訳 機 複写 せ ん孔機 計算 せ ん孔機 ・

作 成機 の機 能理 解 と プ ロ グラ ミング 、操作 実 習。 と くに電 子 計算 機 の基

礎 とし ての 指導 に留 意 す る。

④ 電 子 計算 機(約6時 間)

プ ログ ラ ム 言 語は 、 アセ ン ブラ 、COBOL,FORTRAN,RPGの

い ず れ か学校側 の 選択 に よ り指導 す る。 アセ ン ブ ラで約50ス テ ッ プ程

度 の売 上 報 告書 の作 成実 習

(4)指 導 方 法

コ ン ピュータ教 育 の方 法 は現 状 にお い て 、① 学校 独 自 、② 教 育 セ ンタ

ー(実 習所)va-一 任 、③ 学校 と教 育 セ ンタ ー の併 用 の3形 式 が あ る。学

校 独 自で コ ン ピュータ 実習 まで を含 め る指 導 には 、 当然 学校 に機 械 設 置

の必 要 が あ り、現 在 設 置校 の16校 に と どま る.教 育セ ンタ ーは 全 国8
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柵 県 内 に あ りb=ン ピ ー。一一タ 未 設 置セ ンタ ー2漸 を の ぞ くと・ 約

70校 程 度 が実 習 に 利用 してい る。

学校 と教 育 セ ンタ ーの 併 用 は 、 もっ とも望 ま しい こ とで は ある 心 現

在 大阪 市立 天 王 寺商 業 高 校 のみ が 自校 に設 置 し・ 市 の教 育 セ ンタ ー を利

用 で きる状 態 に あ る。 もち ろん 、設 置が な くと も、学校 で プ ログ ラ ミン

グ の指導 を十分 に行 な っ た のち 、教 育 セ ンタ ーを利 用 す る方 法 も併 用 方

式 で あ り効 果 は大 きい と考 え られ るが 、現実 にお い ては 、 まだ十 分 に連

繋 で きる といい 得 ない。

学校 独 自 の場 合 で も、機械 に直接 タ ッチ し うる人 数 の限 界 もあっ て 、

い きおい 。_テ ー シ ョ ン 方 式 を と ら ざ るを得 な い・ 愛 知 商 業 の例 に よ

る と、COBOL指 導 では 、 文 法 の基 本 まで一 斉 に 指導 し、 そ の後 技 法

で あ る コンパ イ リング 、 テ ス トラ ン、 ソー トマ ー ジ、 フフ イ ル メ ン テナ

ンス 、 デ ータ ラ ンな どは2つ の グル ー プに大 別 して、2人 の教 員 に ょ り、

知識 学習 と実 習 指導 のT・一 テ ー シ ・ ン学 習 を行 な わせ てい る・1ク ラ ス

50人 の場 合 の ロー テ ー シ ョン編 成は次 の よ うで あ る。

「… 石 議 学 習1実 習指 導

違匿副
実習 に際 して は 班 ご と に各 係 を お いて ρ一 テ」 シ ョンの調 整 を は か る

と と もに 、誤 操 作 を防 ぐよ うに してい る。'

教 育 セ ンタ ー で ぽ短 期 間 に教 育 を終 え る必 要 か ら、一斉 講 義方 式 の あ

と 、 プログ ラ ミ ングの遅 速 、 ひい'ては プ ログ ラ ムせ ん孔 の 時 間的ズ レを

利 用 して、逐 次 デ バ ッグ、 テ ス トラン に入 る流 れ込 み式 が 多 い 、 しか し、

これ とて も各 個 人 別 学 習は 望 めず 、3～5人 の グル ー プで 一 問題 を 処 理

する方 式 を とっ て い る。 コ ン ピ ュータ 班 と、他 の 事務 機械 との ロー テ ー
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シ ョ ン方 式 の例 もあ る。

教 育セ ンタ ー と学校 併 用 方 式 にっ い て、 天 王 寺 商業 の例 では 、学 校 で

超 小型 機 に よ る機械 語 、 テ ー プベ ニ スで 実 習を行 な い、 コ ンパ イ ラー 言

語文 法 の プ ・グ ラ ミング を指 導 す る、,コ ンパ イ ラー のデ バ ッグ 、テ ス ト

ラ ンは教 育 セ ンタ ーに お い て 、 また 、 テ ー プを カ ー ドに コ ンバ ー トす る

こ とでカ ー ドに親 し ませ る。 教 育 センターへ は 、生徒 が 直 接 出 か けて 実 習

す るほか 、せ ん 孔 テ ー プを 送 付 し、処 理 結果 の返送 に より指 導 を 受 け る

形 式 もと られ てい る。

学 校 に コ ン ピュータ を所 有 しない 場 合 で も、教 育 セ ンタ ー利用 に先 立

っ て 、 コンパ イ ラー 言語 の 事 前指 導 を行 ない こ コーデ ィ ング まで を終 え

てセ ンタ ーに行 くと か 、 また 、手 動式 カ ー ドせ ん孔 機 を購 入 して 、事 前

に プPグ ラム カ ー ドを準 備 してゆ く例 も見 られ る。 入 力 デ ータ ・プ ・グ

ラム作 成 の ため のオ フ ライ ン機 器不 足 を補 うた め マ ー ク テ ーパ ー 、 マ ー

クセ ンス装 置 ・コンバ ータ ー類 を 設 置す る傾 向 もで て き てい る。

また 、授 業 効 率 を高 め るた め 、視聴 覚 教 材 の使 用 、 と くにVTRの 利

用 、 あ る いは テ イー テ ・イン グ、 マ シ ン ・プ ロ グ ラム学 習 の導入 な ど教 育

方法 の改 善 もめ だ つ傾 向 で あ る。

㈲ 教 員。 生徒 の コ ン ピ ュータ履 修状 況

教 員 の コ ン ピュー タ研 修 は 、昭和 ろ7年 頃か ら始 め られ てい る。文 部

省 、各地 の教 育委 員会 、研 究団 体 、メ ー カ ー 、 デ ィ ー ラー な どの 講 習会

も逐年 充 実 して 、一 応受 講者 は か な りの数 に達 す る と思わ れ る。 しか し、

受 講期 間 が短 かい た め と、手 許 に コ ン ピュ ータ のな い こと に よ る、レベル ・

ダ ウ ン もあ っ て 、現 在 コ ン ピュ ータ 教 育 の専 門教 養 程 度 の指導 者 は 、県

単位 で20名 程 度 で な い か と推 測 され る。 専 門 技 術教 育 と して の指 導 者

は 、教 育 セ ンタ ーを 中心 に 、 と くに校 内 研 修会 の盛 ん な と ころ か ら考 え

て も10名 程度 に 達 す るか ど うか 、 まだ まだ 今 後 の研 修 を 待 たね ば な ら

ない 。 生徒 の 学 習 状 況 では底 辺 とな る事務 機 械 指導 校 数 が公 立 校で約 」OO
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校 に達 す る こ とか ら、年 間7万 名 を 超 え る事務 機 械履 修 生徒 が推 測 され

る。 しか し 、 コン ピュータ 教 育 に つい ては 、教 育 セ ンタ ー に よる一 般 教

養 程 度 が 約2万 名 、学 校 で の専 門 教養 程 度 が約5千 名 程 度 で あ り、 専 門

技 術 レベ ル は今 後 の充 実 に待 たね ば な らない 。 しか し、限 られた 授 業 時

間 の ほ か 、課 外 の ク ラブ活 動 として 研 究 す る生 徒 の 中 には 相 当の レベ ル

に達 してい る もの もみ られ る。天 王寺 商 業 で は 、 ク ラブ活動 で の成 果 に

よっ て卒 業 後 直 ち に コン ピュ ータ要 員 と して勤 務 す る もの が年 間20名

に達 す る とい う例 もあ る。 そ の他 、 緑 ケ丘商 業 、愛 知 商業 な ど機械 所 有

校 の課 外 利 用 の充実 は め ご ま し く、専 門技 術 に近 い 生徒 の輩 出 も ま近 い。

2.5コ ソ ピ・ユrタ 教 育 の 問題 と改善

(1)教 育上 の問 題

最 大 の 難点 は 、各 校 に お け るコ ン ピ ュータ 設 置 が経 済 的 に困 難 な こと

で あ る。 現 在 設 置校 の 多 くが私 費 支 弁 に よる設 置 で あ り、公 費 不足 の ま

ま、 そ の維 持 費支 出 に も問題 を か か え てい る。 今 後 新 設 し ょ うとす る学

校 で も経 費面 の 支障 が もっ と も大 で あ る。 また ・ コ ン ピュ ータ.教育 の指

導者 不 足 も問 題 とな って い るが 、専 門 教 養 、一 般 教 養 程度 で は 、 学校 に

コ ン ピュー タ さえ設 置 され れ ば解 決 す る。 た だ し 、専 門技 術 段 階 の指 導

者 には 問 題 が残 され てい る。

次 には 、将 来 の コ ン ピュータ の方 向 を考 え て.現 時点 での 導 入 すべ き

コ ン ビ'ユ一夕機 種 の把 握 が 問 題 であろ う。商業高 校 では 事務 機 械 に先例 が

あ り、た と えば 高価 な 電 動 計算 機 の 設 置 が 、現 在 の卓 上 電子 式 計 算 機 の

出現 に悔 を 残 す こ とにな っ た。 かっ て の超 小型 機 と現在 の 同価 格 機 の格

差 な どの例 もあ り、今 後 の 導入 につ い て確 た る主 張 を欠 く不 安 が あ る。

コン ピ ュータ教 育 の 指導 内容 が理 産 審 建 議 で 示 され た とは い え 、大 綱

に と ど まっ て具 体 的 内容 に乏 し く、 学 習 指導 要領 も制 定 され た時 点 の 固

定 化 が問 題 で 、指 導 の細 部 を ど うと ら え るか二 つ の課 題 とな ろ う。
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近 時 、商 業高校 へ の進 学 者 の質 の低 下 、女 著増 も コン ピュ ータ教 育感

に対行 趣 と○ てい る・ また 恒 業糎 の水質 か ら・'ン ピ・一夕

糖 の,ような技 術 その もや 鑓 への 批乎!も三綱 酬 い が 調 見 の も

妨 す ど ・ ろで あ りパ 麩 らみ て 剖 ・どの影 響 は ない と殼 られ る・

・ ン ピュ 一斑 育 の ・・7ド ウエ アの 問 題 に カilk(・ ソ
.フ トウエ ァ・ ア

プ リケ ー シ ・ン陣 ま 坪 暇 が あ る・'ン ピュ 一夕 峨 育 利用 に つい て

は 、 メ ー カ ーサ イ ドが実務 の副 次 的 ソ フ トと して 出て い るの で 、現 実 の

商 業教 育 の狙 い と必 らず し もマ ッチした ア プ リケ ー シ ョン とは い え ない・

適 切 な 指導 用図 書 の ない こ と もコ ン ピュ ータ教 育 の障 害 とな っ てい る。

現 在 、高 校 生 対 象 は ほ とん どな く、 わず か に従 来 の 「事 務 機 械 」指 導 用

図 書 の一 部 に取 上 げ られ た もの があ るに過 ぎ ない。 普遍 性 を持 った 教 科

書 、副読 本 、 ア プ リケー シ ョン プ ログ ラム 、そ の他 教 材 ・教 具 の開発 が

待 たれ る。

(2)問 題 の解 決 と改善 策

コ ン ピ ュータ 教 育 に対 す る長期 的 な 見 通 しに立 っ た教 育 計 画 の樹 立 が

緊 急 な対 策 で あ ろ う。 理 産 審 建議 に ょっ て 、「 応 コ ン ピュー タ教 育 の 方

針 が 示 さ れた こ とは 注 目 され るべ き ことで あ る。 少 な くと も建 議 に忠 実

に 財 政措 置 が な され 、各 施策 が行 な わ れ るな らぱ ㌧情 報 処理 教 育 は ・力

強 ぐ推 進 され るで あ ろ う。

すな わ ち 、 施 設 ・設備 の充 実 、指 導 教 員の養 成 、定 数 の増 加 、教 育 内

容 の 刷新 な どの 問 題点 も解 決 され る こ とに な る。 建議 に もとつ く新 学習

指瓢 領 によって糖 内容の研究が警め 襲 凄 材 ・教具の醗 も囎

される 、要は、建議 の内容 が どの程度推 進されるかにかかっている。

商業高校生徒 の適性 の問題は 、コンピュータ教育を一元的 に決めず、

既述 のよ うに3段 階の教育 と して明確 に とらえ、生徒 の多様化 に応ず る

'教 育を施す ことが解決策 とな ろ う
。

L－ 繍
処酬 鯉 科 ・事麹 な どの蝉 科制の採reva・ って・むしろ
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情 報化 社 会 にマ ツチ レ、 目 的観を 確立 した生徒 を受 入 れる ことの よ り強

い 可能 性 も考 え.られ るご 「

2.4コ ン ピュー タ教 育 の動 向

(D文 教 政 策 の方 向

。 酬4碑 胡 の理 産 審 答 申 の 噛 設 ・『設 備 騨 参考伽 羅 い ・ 事

v務 科 ・経 理 科 に4～50万 円 の超 小型 コ ン ピュー タ の公 費 負担 が 示 され た

のは 適 業教 訓 とっ て醐 的 で あっ た.遊 客 麟 に もと ず く瀞 拠

理 科 の参 考例 は い ま だ 示 され て い ない が 、小 型機 に高 め られ る こ とは 、

ほ ぼ動 か ない もの と考 え られ る。 す で に45年 暦 澱 処理 教 育 セ ンタ

ー6か 所 の文 部 省 予算 が決 定 し、 中型 機 の 設 置 も予 想 され る。

本年1月 の文 部 省 調査 に よれltt、』昭 和46年 度lVは 、全 国 で25校

3/学 級 の情 報 関係 学科 が 生 まれ 、現在 の事 務科 ・経理 科 約30校 と と

もに 、新 教 育 課程 実 施 の昭 和48年 度 に は 、 コン ピュ ータ教 育が 急速 に

拡充 す る こ とで あ ろ う。 各 都 道府 県 段 階 で も、情 報 処 理教 育 の長期 的 な

見通 しに 立 っ て 、教 育 計画 作 成 の委 員会 が 推 進 され て い る よ うで あ る。

この こ どは 施 策 と して きわ め て重要 で あ る。教 育課 程 上 の一 教 科 と し

て扱 うこ とか ら離 れ て 、総 合 的 な観点 で の検 討 が望 まれ る。 と くに 財 政

的支 出 の多 い 点 か ら教 育 の生 産性 に つい て十 分 配慮 す べ き こ とは い うま

で もない が 、商業 教 育 と して の 立場 も尊重 さ れね ばな ら ない。 た とえば 、

事務 科.経 理 科 の基 準参 考 例 で は 、オ フ ラ イ ン機器 が1台 も示 され な い

とか 、 超 小型 機 に代 え てス トア ドプ ログ ラム方 式 の卓上 電子 式 計 算 機 に

し よ うと す る動 きな ど、 ア プ リケ ー シ ョ ン重 視 の姿 勢 が認 め られ な い 。

(2)将 来 の 展 望.

コン ピュ ータ のい ち じ る しい 発 達 は 将 来 の展 望 に 立 つ コ ン ピ ュータ の

導 入 、教 育 内容 の把 握 を 困難 に して い る。 た と えば 、 商業 教 育 での コン

ピ ュータ 言 語 に つい て みて も 、現 状 で はCOBOLが 主 力 とな っ てい る が 、
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一 方 に アセ ン ブラ ー、 機械 語 を根 強 く主 張 する もの が あ り、 ま た、時 流

に 乗っ てFORTRAN,RPGの 効 率 性 を説 くもの もあ り、将来 につい て

は な お 混 と ん と してい る。 カ ー ドベ ースか テ ー プペ ー スか の 論議 も盛 ん

で あ る。 将 来 の望 ま しい 方 向 につ い ては 、や は り各 学 校 段階 で 自校 の特

色 を 生 か され る よ う、 自 らが見 通 しの プラ ンを持 つ 必 要 が あろ う。 教 育

セ ンタ ー一 辺 倒 で 、 将来 は オ ン ライ ン方 式 に よる 端末 装 置を各 学 校 にお

くとい う計 画 は 、経 済 的 而を 抜 き に して も教 育 的 に好 ま し くな い と思 う。

教 育 の主 体 は 、あ くまで学 校 にあ り、 自校 の教 育 課 程 に もとず く コン ピ

ュ ータ教 育 が 考 え られ ねば な らな い 。 コ ン ピ ュータ が い か に発 展 して も、

入 出力 、演 算 、記 憶 、 制御 の 各 装 置 と 、 ス トア ドブ ・ グ ラ ミング方 式は

変 らない と思 わ れ る。 ミニ マ ム とし て の コ ン ビ三 一タ 教 育 が そ こ にあ り、

あ とは 、 ア プ リケ ー シ ョ ン重 視 の方 向 に進 む べ きで あ ろ う。
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ろ.工 業高等学校に於ける情報処理教育

東京都立北豊島工業高等学校

教諭 緒 方 興 助

は じ めに

高 等 学校 は 、高 等 普 通教 育 お よび専 門教 育 を 施す こ とを 目的 と して い る学

校 です が 、高 等 学 校 のな か で も工 業 高等 学校 は 、専 門 教 育 の 内容 と して 、工

業 に関 す る技 術 の指 導 を行 な って い ます 。 また 、 そ の技 術 指導 の 内容 は ・機

械科 泊 騨 科 ・電気科 ぷ 昂ll・ 操 化学科 化 学工学科'土 木科'繰

科 な どの学科 に よって異 ならた埋 り扱いがた されてい ます。

この よ うな工業 技 術 に関 す る教 育 で は 、技術 の本 質 か ら理 解 で きます よ う

に、 これ まで 、い ろい ろな か た ち で 、情 報処 理 に関 す る指 導 がな さ れ て き ま

した。 し か し,そ の多 くは、、近 代 的 な電 子 計 算機 処理 方 式 か らみ ます と・十

分 でない と考 えられ てい ます。 と くに最近 の よ うに、電子 計算機 を利用 す る

端 計鰍 術の難 と甑 の現状か ら老 熟 す ピ その酬 指導 の別 かた

を 根本 的 に改 善 しな け れぽ な らな い といわ れ てい ます。

この よ うな こ とか ら 、 い くっ か の 学校 では 、情 報 処理 教 育 の あ りか た を近

代 化 し よ うとい う試 み がな さ恒 お か か な りの学校 で は ・ これ か ら灘 白勺

に研 究を 進 め よ うとす る努 力 が な され てお り ます。

本文 では 、工 業 高校 に お け る情 報 処理 教 育 の 現状 と今 後 の動 向 につい て 述

べ て あ ります。
ノ

3,1現 状 の 概要

工業 高 等 学校 は 、 前記 の よ うに 、機 械 科 ・電気 料 な どの多 くの 小 学科 に

分 れ て い ま す。 した が っ て 、学科 の種 類 に よって 、情 報 処 理 教 育 の導入 は

異 なっ た か たち で行 なわ れ てい るの が現状 で す。 そ の傾 向 か ら これ を大 別

す る と、電 子 科 ・電 気 科 関 係 と 、機械 科 ・土 木 科 の よ うな電 子科 ・電気 科
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以外の学科に分 けて考 える亡 どができます。

1・ 電子科 ・電気科関係 の現状

電子 科.・ 電気 科 関 係 で は 、電 子 計 算:機の原 理 ・構 成 ・構 造 に関 す る学

習指導 は か な り古 くか ら行 な われ てい ます。 昭和30年 度 には 、 す でに,
1)2)

リレー式 四 則 計算機 の 製作 実 習を 実 施 し、2単 位 の科 目 「電子 計 算 機」

を 設 定 し実 施 してい る 事例 が あ ります。、この 場 合 、比 較 ・判 断 ・演 算 ・

逐 次 制 御 を電 気 ・電 子 回路 で 行 な う方法 の 会得 を 目標 と して 、 指導 が行

な わ れ て き ま した。
5)4)

昭和57年 度 以 降 に な・ります と、 固定 教 科 書や 検定 教 科 書 、電 子 計 算

機 に関す る学 習単 元 が も られ るよ うにな り、実 習設 備 の な か に 、論理 回

路 実 験 装 置や 簡易 な電 子計 算機 類 が導入 され 、利 用 され る よ うにな っ て

き ま した 。 ㍉ '5)

昭和40年 代 に入 る と、電子 計 算機 の学 習指 導 の重 要性 を述 べ る論 説

が多 く公 に され る よ うにな りま した。 そ の理 由 とされ る と ころは 、次 の

よ うな もので す 。

(∋ 電 子 計 算機 に関 す る技 術の発 達 が 著 し く、電 子 ・電 気技 術の 分野 に

お い て 、そ の 占め る重 要 度 が きわめ て 高 くな ・?てきた 。電 気 通信 ・計

測 ・自動 制御 ・工程 管 理 な どの学 習 指導 の な か に 、デ ィ ジタル電 子 計

算機 に関 す る技 術 を積 極 的 に取 り入 れ てい か なけ れ ば 、技 術¢)進歩 に

応 じた 指導 がで きな くな っ.た。

(b)電 子 計 算 機 に関 係 す る方 面 に就職 す る者 が増加 した。 第1図 は 、 そ

の デ ータ の一・例 を示 す もの で ある、。 この就 職 者 の職種 を作 業別 に み る

と、① 電 子 計算 機 の研究 ・設計 、製造 ・試験 ・検 査 、② 電子 計算

機 の営 業 、③ 電 子 計 算機 のサ ー ビス 、④ 電子 計 算機 の運用(事 務

関係 オペ レータ ・プ ・グ ラマ な ど)⑤ .電 子 計算機 応 用計 測 ・制 御機

器 の製 造 ㌧取 り扱 い ・保 守 な どが あ る。

'従 来
、.電 子科 ・電 気科 の卒 業生 は 、電 子横 揺 や 電気 機 器 の 設 計 ・製
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第1図 電子計算機関係就職者の全就職者に対する百分率

(都立北豊島工高の例)
.」

、

造 あ るい は サ ー ビス(修 理 ・保 守)に 関 す る作 業 に従 事 す る者 が大 部

分 で あっ た が 、上記 ② 、④ の よ うな 領域 に進 出 す る よ うにな っ た こ と

はパ きな変 化 で あ る・ これ に興 す る ため の電 子計 繊 学 習 指導 は

興 ざ りに で きない・

・の・よ うな紬 か ら こ
.こ靹 にぶ ・て ㍉ 肝 計 繊 閲 す る学 習 指導

を導 入 す る研 究 か ・ さか ん にな りt.り卵44年 度 初 め に おい て 冷 国 をみ

わた す と、約10校 の電 子科 ・電気 科 で 、電 子計 算 機 を 導入 し、 い ろい ろ

な くふ うが な され てい ます。

これ ら の学校 にお け る学 習 指導 の 内容 を 見 る と、 ほ とん ど、ハ ー ドウエ

ア の学 習 指導 を主 な ね らい と して い て 、 ソ フ トウエ ア ・ア プ リケ ー シ ョ ン

ウ エ アは きわ め て簡 素 な もの で す。 実 習 のた め の電 子計 算 機 も、 きわ め て
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低 レベル の もの で 、記 憶 容 量 で い っ て 、激 語～1000語 でい どの もので あ

っ て、 使 用 言語 は、機 械 語や アセ ン ブラを用 い て い ます。

5.2電 子 科 ・電 気料 以 外 の学科 の現状

電 子科 ・電 気 科以 外 の学 科 では 、電 子 回 路 な どのハ ー ドウエ アの 学 習 は 、

そ の 目的 とす る と ころ では な い の で 、電 子 計算 機 の導 入 の しか たは ・ ソ フ

トウエ ア か 、 ア プ リケ ー シ ョンを ね らい と して,行 なわ れ る傾 向が あ りま

す 。 しか し、 全般的 にい っ て、 これ まで 、電 子 科 や 電気 科 ほ どには 、積極

的 に 研究 され てい な か っ た よ うに思 わ オtます。 これ は 、卒 業生 の進 路 や 、

学科の指導 内容 の両面か ら考 えて 、電子科や電気科 ほ どには、 その必要性

が乏 し かっ た ため で あ ろ うと考 え られ ます。
6)

それ で も 、機械 科 に おい て 、数 値 制御 工作 機 械 を導入 して指導 した事 例
ア)

や 、土 木科 にお い て 、技 術 計算 に電 子 計算 機 を 用 いて 指導 した事例 もあ り

ます。 しか し、 そ の事例 は きわ め て乏 しい とい わ ざ るを 縛 ませ ん。

3.5実 践 の 事例

工業 高 校 の学 習 指導 のな か に 、電 子計 算機 を 導入 す る研 究 を行 な っ て い

る事例 の な か か ら 、二～ 三 の例 を 紹介 すれ ば 、次 の'よ うな もの が あ りま す。

5.3.1ハ ー ドウエ アの理 解 に重 点 をお く指 導例.

電 子計 算 機 のハ ー ドウ エ アの学 習指 導 は.従 来 、論 理 回路 実 験 装 置

(ロ ジ ック トレーナ)を 中心 に指導 され て い ま したが 、'その構 成は 、 周

知 の よ うに 、電 子 計 算機 とは 大 きな懸 隔 が あ り ます。 それ で 、電 子 計 算

機 の基 本 構 成は 、 これ を一 通 り備 えて い て 、 しか も機 械 語 に よる プ ログ

ラ ミン グが 行 な え るよ うな 装置(コ ソ ピュ ーク シ ミユ レータ)を くふ う
8)

し、 これ を 実 習 に 使用 す る こ とが 試 み られ ま した。

これは 、電 子 計算 機 の主 要 部分 が グ ラ フ ィ ックパ ネ ル に表 示 し て あっ

・て 、一 見 してそ の し くみ 、各部 の働 きが よ くわ か る よ うに な っ てい て 、
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波形 観 測 な ど も容 易 に で き ます ので 、 ハ ー ドウエ ア の学習 に大 きな効 果

を あ げて い る よ うに思 わ れ ます。

・の・うな研究のぽ ぽ 用されている醐 な管1麟 の内端

成や構造をわか りや す く理解 させるための研究 も進 め られてい ます;と

くに、現用機種 の印刷配線板 をい くつか抜 きだ し、それを働 かせ る装置

の製作実 習や印刷配線板 そのものを作る実 習の方 法の研究な ども行なわ

10)1"

れ て い ま す 。

5.3.2ア プ リケ ー シ ョ ン に 重 点 を お く指 導 例

前 述 し た コ ソ ピ ュ 一 夕 ト レー ナ あ る い は 、 簡 易 な 電 子 計 算 機 は 、八 一
ノ

ドウエ アの 学習 に か な りの 効果 が あ り、 その た め に 有効 に利 用 され て い

ます が 、 これ らは 、電 子計 算機 を利 用 して 、い ろい ろな 問題 を 解 く(い

わ ゆ るア プ リケ ー シ ョンウエ ア)た め に も、か な り活用 され てい る よ う

に思 われ ます。 ' -11)

土木 科 に お け る利 用例 と してs第1表 の よ 〉な電 子 計算 機 使 用例 が発

表 され て い ます。

第1表 土 木 科 にお け る電 子計 算機 使用 例・(計 算 題 目)

⊂ 一一 ーi

k.2シ ン ジアーチの曲げ モー・ 已 埋 鵠 に作用す る土圧
1'㌧, 、せ醐 か 軸力の影蹴1

2.5径 間連 続 ば りの 曲 げ モ ーメ18

ン,、 せ醐 力影瓢!

軸力 と曲 げ を 受 け る鉄筋 コ ソ

リー ト部 材 の応 力 計算 、
__.一._一 一.一ー一4二 一 一 一 一

二
3.レ オ ンハ ル ト氏 の式 に よ る格

子分 配 係 数
一一
4.1

び に
一

5.三
一

6漠1

辺 長

一 －

Isectio.nの 応 力計算 な ら

び に断 面 寸 法 の決定

三 角 関 数 の真数 計算

漠1量に お ける トラバ ース 計算

辺 長 計 算 、 面積 計 藁

9,li]形 鉄 筋 コ ンク リー トば りの 応

力 計 算

10.クPソ イ ド曲 線 の 計 算

一一 ■

平 三 形・ンピー　 システム確
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また 、1つ の 学 校 に設 置 され た簡 易 な電 子計 算 機 を 、数 学科 、理 料 、
12)

,。鰯 科渇 気科 建 築椒 どで洪 用 して品 川 てい る馴 もあ りま

す.こ の ような利用 の しかたは、知 友いっそ う麹 され る ・とがたいせ

つ で あ る と 思 わ れ ま す 。'∫ ・・

3.5.3電 子 科 ・電 気 科 に お け る実 習 例

電子科.電 気綱 紺 る電子計雛 議 例として次のようなもの・鞠

され ています。

① 指導 目標 ① 電子計 算機の し くみ、構造 の理 解 と製作技 術の会得

② 電子計算機 に親 しみ 、 これを 自在 に利用 す る態度 と

習 慣 の育成

③ 電子計算機 を活用して洛 科 目の学習内容の理解を灘)る

② 指導内容

示 「 実 習
(1)デ ー タ ラ イ タ(和 文

12)テ ー プ の 作 成 と、 入

ノ、
の解読

|
13)電 子 計 算 機 の構 成 ・

理解
`

ド
(4)機 械 語 に よ る加算 ・

ウ (5)機 械 語 に よる連 加 算

工 と動作

ア

㈲ 機械語 に よる除算 ・

作

(71機 械 語 に よる平 方根

(8)ク ロ ッ ク ・タ イ ミ ン グ パ

{9)カ ル キ ュ レ 一夕 と し
ソ フ ト

㈹ ア セ ン ブ ラと して の
ウ エ ア

伯)フ ォ ー ト ラ ン と し て

(1)デ_,(和 文.X文鷲 壽 ㌫1顯
(2)テ ー プ の 作 成 と、 入 力 コ ー ド、 内 部 コ ー ドの 理 解 、 テ ー プ

(3)電 子 計 算 機 の構 成 ・主 要各 部 の 構造 と機 能 な どにつ いて の

ω 機 械 語 に よ る加算 ・減算 ・乗算 の プ ・グ ラ ミ ング と動作

㈲ 機 械 語 に よる連 加 算 ・連 減 算 ・加減 乗 算 の プ ログ ラ ミン グ

16、機 械 語 に よる除 算 ・浮 動 小数点 演 算 の プ ・ グ ラ ミング と動

(7)機 械 語 に よる平 方根 求 根 ・簡単 な 四 則組 み合 わせ 演算

(8)ク ロック ・タイミングパルスお よび分 配 回 路 の波 形観 測

カルキ ュ レ一夕 と して の プ ログラ ミ ング の基 礎

(ll)フ ォ ー トラン と して の プ ログ ラ ミン グの基 礎
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領 域
}実 習 ・指 導

㈲ 最大電力供給条件の計算 脚 フイ

ア
岡 円形 コイル の磁界の特性 ㈱ 三相

プ

リ

ケ

(10直 列 共振 回路 の特性
v

⑮ 並列共振 回路 の特性

②o単 相

㈱ プ ラ

| ⑱CR直 流 回路の過渡現 象 ㈱CR
シ

ヨ ⑰ 電位平衡回路 の特性 ②ηRL

ン

ウ
⑱ 高周 波 コイルの設計 ㈱ 自動

工
⑲ 複共振 回路の特性 働LP

ア

| ⑳ 波形分析 胸DP

1
⑪ 抵 抗 減 衰 器 の 設計i (3])PE

内 容

フィル タ の設計

三相 誘導 電 動機 の特 性

単 相 変 圧 器 の特 性

プ ラン ク の放 射則

CR回 路 のベ ク トル軌 跡

RLO回 路 のベ ク トル軌 跡

自動 制 御 系 の ボ ー ド線 図

LPモ デル の計 算

DPモ デル の 計算

(3])PERTモ デル の計 算

(3)指 導 方法

第2学 年 に おい て 、16時 間 、 第5学 年 にお い て24時 間 の連続 実

習 を行 な い 、 そ のほ か一 般 電気 実験 の デ ータ 整 理 の 時間 に 、全 員 が電

子 計算 機 を利 用 して い ます。

な お 、使 用 電 子 計 算 機 は 、:アセ ン ブ ラ以下 の言 語 レベ ル の もので す。

こ ゐ場 合 、 第2学 年 終 了 時 に おい て 、上記 ⑫ ～3Dの 計 算 てい どは で き

る よ うにな ります。 第3学 年 におい ては、 自分 で 問題 を 探 し・ プPグ

ラ ミングを行 な い 、計 算 を しま す。

生徒 の 希 望 者 は 、外 部 の電 子 計 算機 を利 用 して 、 よ り レベル の高 い

電 子 計算 機 を使 用 して学 習 す る よ うに くふ うしてい ます が 、ベ ー シ ッ

ク 言 語 を用 い て、大 形 電子 計算 機(FACOM230-60)を 使 用 し た

例 や 、 フォ ー トラン言語 を用 い て 、 ミニ コ ン〈8K)を 使 用 した例 も

あ り ます。 そ の学 習 はか な りの 成果 を あげ 得 た よ うに思 わ れ まず。

3.5.4電 子 計算 機 コー スの例

現 在 に おい て 、電 子技 術 科 のな か に 、電 子 計算 機 コース を設 け て 、電
14)

子 計 算機 の指導 に重点 をお い て指 導 して い ると ころ が あ ります。
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そ こで は 、 さ ん孔 機 、検 孔 機 、照 合機 、分 類 機 、翻 訳機 、 照 合機 ・照

合離 斑 蝶 抵 キ ー・・ン癩 習 台、ラ ・グラ・ボ ー ド隔 子謁 繊

な どを設備 し、電子計算 機実習 を、2年5単 位 、5年3単 位 だけ実施 し

てい ます 。科 目 「電 子 計 算機 」 と しては 、2年5単 位 、5年5単 位 実施

してい ます 。 そ して 、 この コー ス のほ とん ど全 部 の就 職者 が電 子 計算 機

関係 に進 ん で い る よ うに 見 受 け られ ます。

×

3.4今 後 の情 報 処 理教 育

工 業 蹴 にお け る情報 処理教 育 の実 態 は 、 これ に積極 的 な学 椥 ζお い て

も、上 記 の よ うな実 情 で あ り、 しか も、大 多 数 の 学校 に おい て は 、ほ とん

ど、情 報 処理 教 育 は な され てい ない と思 われ ます ・

しか る に、 昭和44年12月 に 、理 科 教 育お よび産 業 教 育 審議 会 か ら出
15)

され た 「高 等 学 校 にお け る情 報処 理 教 育 の推 進 にっ い て」 の 建議 が 明 ら か

に され てか ら、全 国 の主 業 高 校 にお け る情報 処 理 教 育く の関 心 は きわめ て

高 くな りま した。

情 報 処 理 教 育 セ ンタ ーや 情報 技 術科 は 、昭和45年 度 か らス タ ー トす る

と ころ もあ る よ うで す。 情 報教 育 セ ンタ ーには 、 中形 電 子計 算 機組 織 が 、
16)

情 報 技 術 科 に は 、小 形 または 超小 形 の電 子計算 機 組 織 が導入 さ れ まし よ う。

また 、情報 処理 科 以外 の学科(一 般 学科)に おい て は 、産振 設備 を細 目変

更 して超 小 形 電 子計 算 機 が導 入 さ れ る よ うピな る,こどは 明 らか で す。

国 家予 算 、地方 財 政 な どの関係 で 、初 めは 、全 国 で も、数 え るほ どの学

校 や セ ンタ ーに 設 置 され るにす ぎない で し よ うが 、今 後 急 速 にい各 学校 に

設 置 され 、利 用 され る よ うにな るで し よ う。

と ころで 、前 述 の建 議では 、新 た に 、 「プ ロ グラ ミング」 「シ ステム工 学

学」 「数 値 計 算 法」 「プ ログ ラ ム理論」 「電 子 計 算 機」 の5つ の科 目 が必

要 と され 、 これ ら・を 指導 す る場 合 には 、上 記 の電 子計 算 機 を フル に 活 用 す

る こ とが た い せつ で あ る と考 え られ て い ます。 そ の学 習 の 内容 と方 法 につ
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い ては、 これから研究 しな ければな らない点が多い と思 われ ます。

これか ら、学校を巣立ち、近代的な情報 化社会 におい て生 き抜いてい く

生徒 諸君 のため に 各学校 におい て設 備 汐汲 善 され・ よ りよい指導内容

と榊 方法 が確立 され市 報処理教育 カミ、いっそ う推進 され ること醐 持

してやみ.ません。
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4.普 通科高等学校におけ る情報処理教育

東京都教育庁指導部

指導主事 小 林 也

先般 「理科教 育お よび産業教 育審議会」は 、高校教 育に積極 的に情報処理

教育を とり入れ ることを眼 目とした 「情報処理教育の推進 について」 を まと

め、坂田文部大 臣に建議 した。 そ のなかで、高等学校 における情報処理教育

の 目標 は、一般的には、情報処理 に関す る基 礎的な理 解を深め 、適切 な情報

処理 に関する基礎的 な能力 と基 本的な態度 を養 うことにあると考 えるとして・

情報 処理 に関する知識 の習得 と電子計算機 を使用す ることを通 じて必要 な資

質を養 な うことが大切 であ るとのべ てい る。情報化社会 の急速な進展 に照 ら

して考 えるとき、わ が国の情報 処理 に関 す る教育は遺憾 なが ら弱体 といわ ざ

るを えない。 このことと、後期 中等教育の大 衆化 とと もな う、生徒 の能力 ・

適性 ・進路 に応 じた高校教 育の多様化を考 え合わせるとき、普通科高校 にお

け る情報処理教 育は 、未来社会 に生 きる国民 の一般教養 として大切 な もの と

なって くる。 以下 、日本お よび 諸外国 におけ る情報処理 教育の現状 を分析 し、

その問題点を探 り、今後 の対策 を考えてみ よう。

4.4情 報 処 理教 育 の現状

現在 、わ が 国 の 普通 科 高校 で は 教 育課 程 に位 置 づけ ら れた コン ピュータ

を対 象 に ふ くむ 情報 処理 教 育 は 行 な われ て い ない。 現 在 、 昭和48年 度 か

らの普 通科 高校 の教 育課 程 の 基 準 とな る新 学 習 指導 要 領 が公 示 され る段階

に きて い るが 、昭 和48年 度 か らの教 育課 程 の なか へ も、 た と えば 、数 学

科1年 間 の学 習 の うち 乙5時 間 程度 の情 報 処 理 教 育が 位 置 づ け られ るに す

ぎない で あろ う。 しか し、数 学 教 育 の 研究 団体 の主 柱 で あ る日本 数 学 教 育

研究 会 は 情報 処 理教 育 の 重要 性 を 認識 し、各 種 の 調 査 や コン ピュータ の講

習会 な ど を開催 して コ ン ピュ ータ教 育の意 識 の向上 には 努 力 して い る。 こ
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の よ うな状 況 のな か で 、兵 庫県 教 育 委 員会 の情 報 処理 教 育 に対 す る対 策 、

私 立 東 京 成徳 学 園高 校 と私立 駿 台学 園高 校 にお け る情 報処 理 の ク ラ ブ活 動

の 実 施は 特筆 に値 し よ う。

兵 庫県 教 育委 員会 で は 、教 職 員の 研 究 団体 で あ る兵 庫 県 教 育工 学 研 究会

の意 欲 的 な 実 践 に着 目 し、卓 上 電 子 計 算機 プ ログ ラマ101を 昭和43年

度1台 、 昭和44年 度 には 一 挙 に7台 を 予 算化 し た。 これ らは 職 業高 校 が.

主 た る購入 先 とな るが 、 昭和44年 度 に は普 通科 高 校1校 に も情報 処 理教

育用 と して購 入 され た。 つ ぎ に私 立駿 台 学園 高校 、 私立 東 京 成徳 学 園 で は

何 れ も最 初併 設 商業 科 の 生徒 に コン ピュ ータ の教 育 を行 な うた め に情報 処

理 教 育 を始 め た の で あ るが 、現 在 は課 外 の ク ラ ブ活 動 と して続 け られ てい

る。何 れ も内容 は プPグ ラ ミン グで あ る。 私立 駿台 学 園 高校 には 、昭和39

年 に小 型 コン ピュー タ(HITAC201)が 導 入 され 、三 人 の教 師が これ を

使 っ て指 導 に あた っ て い る。 現 在,こ の コ ン ピュ 「タ は主 として学 校 業務

(成 績処 理 、統 計 な ど)に 使 わ れ て 、放 課 後 、2q人 の生 徒 が ク ラブ活動

と して 使 用 して い る。 な お 、 この ク ラ ブ活動 に参加 す る生徒 は 、3ケ 月に

1人5,000円 の コ ン ピュ ータ使 用 料 を 支払 っ てい る。 東 京 成徳 学 園 高校 の

場 合 に は 、約50人 の 女生 徒 が この ク ラブ活 動 に参 加 し・ デ ス ク ワ ーク を

学 校 で 、処理 は コン ピュ ータ を 借 りて行 な っ てい る。 以 上 が わ が国 普 通科

高 校教 育 にお け る情 報 処 理 教 育 の現状 で あ る。 な お 、昭和45年 度 、理 科

教 育振 興 の一 環 と して 予 算化 され た 「数 学 設備 充 実 十 ケ年 計画 」 の初年 度

用 と し て文 部省 で8億a千 万 円が 計 上 さ れ た こと も特 筆 すべ き こ とで あ る。

この予 算 で 購 入 で き る コン ピュータ は 、単価130万 円 と きめ られ て お り、

これ で は 卓上 電子計 算 機 も購入 で き ない とい う声 も耳 にす るが 、 この予 算

の有 効 な 使 い方 に意 を 注 ぎ、 普通 科 高校 の数 学 、理 科 また は 特 定 コー ス に

お け る情 報 処 理教 育 が充 実 され るべ きで あ ると思 わ れ る。

わ が 国 の 情報 処理 教 育 は 以 上 の よ うに きわめ て弱 体 で あ るが 、 ここで

1960年 頃 よ り高校 に お け る コン ピ ュー タ教 育 を 実施 して きた アメ リカ
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の現 状 は ど うかを あげ て み よ う。

ア メ リカ の コ ン ピュ ータ をふ くむ 情報 処 理 教 育 の流 れ には 、 コン ピュー

タ そ の もの を 教 え る とい うコン ピュー タ科 学 へ の流 れ と ・数 学 や 物理 の 問

題 解 決 に コ ン ピュ ータ を道 具 として使 用 さ せ る とい う流 れ とが あ る。 こ の

両 面 の教 育 に よって 、生 徒 が コン ピュ ータ を身 近 に感 ず る よ うに指導 して

い る のが現 状 で あ る。

① コ ン ピ ュータ の所 有形 態

a大 学 を 核 と した共 同 所 有

グ ー トマ ス大 学 の コ ン ピュータ

(9大 学 、22高 校 と接続)

周

辺

高

校

・ サ ー ビ ス

/『 ＼＼

b高 校間 の共同所 有

2校 の場 合と多数校の場合 とがある。

ディア フイール ド高 校
ハイ ラン ドパ ーク 高 校

小 型

コ ン ピ ュ ー タ

端 末 装 置
＼

通 信 回 線 、
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c－ 校 で独 自 に 所 有'/.tH

高 度 の コ ン ピ ュ ー タ 教 育 を 必 要 と し な い場 合 に多 く、.コ ネ チ カ ッ ト

の ハ ム デ ン 高 校 、 カ リフ オ ル ニ ヤ の フ ー グ ア 高 校 な ど が あ る 。

② コ ン ピ ュ ータ の利 用 方 法

a情 報 処 理 教 育 ① 数 学 イ リノ イ州 の ハ ィ ラ ン ドー"'一一・ク 高 校 、 デ イ

ァ ブ イ ー ル ド高 校 一 フ ォ ー トラ ン プ ロ グ ラ ム で 公 式 ・証 明 の理 解 と

発 見 学 習 。 コ ネ チ カ ッ ト州 の グ リフ オ ー ド高 校 、 ア ミイ チ イ 高 校 一 代

数 、 三 角 関 数 、微 積 分 を フォ ー・ト ラ ン 言 語 で 学 習 し て い る 。

② 物 理 ・ ネ チ カ ・ ト州 の ボ ム レ ッ ト苫顕 な ど 丁 シ ミユ レ ー シ ・ ン ・

問題 解 決 、デ ータ 解 析 に使 うc

③ ク ラ ブ活動 カ リフオ ・レニ や州 フー ヴア高 校 ニ コ ン ピュ一夕'ク ラ

ブの他 ク ラ ブ〈の 情 報 提供 活 動

bコ ン ピュ ータ科 学 の学 習 ①大 学 の高 校 生 向 け公 鯛 講座 イ リノイ

工科 大 学 の講座 内容 。1962年 よ り7年 間 で約300校 、1万 人 参

加。

「 ・
コース名 コ ・一 ス 内 容 時 間 日 数 費 用

基礎÷1 コ ンピュータの概念

コンピュー タの能力 と限界

IITRAN言 語 に よるプログラム作成

9:0G～15:00 4日 10ト ル

}

基礎－x 機械向き記号言語 9:00～15:00 5日 10ト ツレ

上級一1 コ ン ピ ュ ー タの 応 用(そ の1)

・シ ス テ ム 分 析

・ シ ミュ レ ー シ ョ ン

9:00～11:50 10日 20ト ル

上級一 皿 コンピュー タの応用(そ の2)

・行列 計算手法

・線型計画法

・9:00～11:50
.10日 20ド ル

上級 －IH FO孔TRANの 基 礎 と応用 12:30～15:00 10日 20樟 レ

上級 －w GOBOLの 基 礎 と応用 9:00～11:50 10日 20ト リレ

ili

上級－VlSNOB・Lの 鍵 と応用 ]2:30～15:00 10日

1

20ト ル
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② 高校 の選択 コー ス

。イ リノ イ州 の デ ・ ア ・・ 一ル ド高校 の ・ン ピュ一夕 ・・一 ス(18週

間)

1数 進法 と コー ド化(1週 間)iiプ ール代 数 の基 礎 と、真 理 表 の 展

開(4週 間)■ 醐 醐 決の手法(1週 間)1・ コン ピュータの内部

回路(2週 間d)V入 出力 媒体 と装 置、 内部 記 憶装 置 、お よび 入 出力

媒体 や 内部 記 憶 装 置 内 で の文 字 表 現(1週 間)⑥ 流れ 図作 成 と コン ピ

ュ ータ 言語(1週 間)⑦ ソフ トウエ アの構 成(2週 間)⑧ プ ・グ ラム
じ

作 成 と、.コン ピュ ー タの操 作(5週 間)⑨ 課 題 報 告(1週 間)

以上 の ア メ リカ の 高 校 にお け る 当 ン ピュ一 夕 教育 の 現状 を十分 参 考

にす る必 要 が あ ると思 わ れ る。

4,2情 報処理教育の障害

さ きの現状分肺 よって、 わ雨 とア・ リカの普聯 高 校 除 ける情報

処理教育 には大 きな差 がある ことがわか る。 この差を徐 々に縮め ない とわ

醐 の締 蕨 の障 ともな りかねな・・:と ・うがわが齢 髄 酬 校 に

情報処理教 育を直ち に実 施す ることについては、以下のべ るよ うな障害が

あ って成、果を期待 で きない のでは ないかと も思われる。お もの障害 と思わ

れ る ものには 、つ ぎの よ うな ものが考 え られ る。

① 大学受験 のため に教育課程 に位置づけ ることが困難 であ る。

② 教職 員の計画 的再教 育 の不足 のため 、情報 処理教 育担当教 員が不足 し

てい る。

③ 施 設 不足 のた め ・/ピ ュ一 夕鑓 の た め の教 室 が な い・

④ コ ン ピュータ の 購 入予 算 が 計上 され て も、 そ の運 用 の た め の費 用 は計

上 され ない場 合 が多 い ので 、 実践 ・研 究 が 円 滑 にす す め られ な い。

⑤ 大 学 と 高校 、高 校 問の 連 絡 が よ くts:い た めナ胴 利用 がむ つ か しい。

⑥ 教職 員定数が少 ない た や、現状では敬遠 され がちであ る。
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この ほ か に もい ろい ろな 障害 が 考 え られ るが 、 お もな障 害 は以 上六 つ で
コ ヒ う

あろ う。 これ らを 要 約 す れ ば 、人 事 行 政 、施 設 の 充 実 、運 営 費用 面 の三 つ

にな ろ う。 これ は 教 育 全般 につ い て もい い得 る ことで あ るが 、人 材 の確 保

には 、 この よ うな特 殊教 育 技 術 を持 つ教 員の優 遇措 置 も当然 考 え られね ば

な らな い。 また 、施 設 の面 では 、現 在 の学校 施 設 の転 用 を大 幅 に認 め る と

ともに付帯設備 費の計上が なされね ばな'らない。 つぎに運営 費であるが予

算 の 弾 力 的使 用 の道 を 講 じない と、 これ が 障害 に なっ て折 角 購入 した コ ン

ピュ ータ が使 わ れ ない結 果 とな る。 特 に技 術革 新 の 激 しい コン ピュ ータ で

は そ うで あ る。 コ ン ピュー タ を購入 す る場 合 には最 初 に 相 当 多額 な運 営 費

を計 上 しな い と情 報 処理 教 育 は発 展 しな い。

4.5望 ま しい情 報 処 理教 育

現 在 、 普通 科 高校 へ の コ ン ピュ ータ導 入 につい て 、 コン ピュータ ・シ ミ

ュ レータや 卓上 電子 計 算機 を入 れ てや るべ きで ある とい う意 見 と、最 低 ミ

ニ コン ピュ ータ 、 で きれ ば 中型 ・小型 コン ピュ ータが 必 要 で あ るとい う意

見が あ る。 この意 見 の前者 は コン ピュー タ科 学 の 習得 を 目覚 し、後 者 は コ

ン ピュー タを そ ろ ば んや計 算 尺 と同 じ よ うに利 用 さ せ よ うとす る意 図 で あ

る。 もち ろ ん、 両 者 と も必 要 で あ るが 、後 者 に荷 重 をか け て考 え る方 が の

ぞ ま しい と思 わ れ る。

情 報 処 理 教 育 の 目指す と ころは 、 日常 生 活 に益 す る ため.一 般 教養 を 高

め るた め の もの で あ る。 あ くまで もコ ン ピ ュー タ そ の もの を学 習す るた め

の もの で は な い。 コン ピ ュータを 身 近 に感 じさせ れ ば 、普 通科 高校 の情 報

処理 教 育 の大 部 分 は達 成 され た とみ て も よい。 そ の ため には.各 校 に コン

パ イ ラ言 語 を用 い る ことの で き る4KEAI～8鼎 程度 の ミニ コン ピュータ が必

要 で あ る。 そ して数 学 、理 科 な どの学 習は もち ろん 、 コ ン ピュー タ ・ク ラ

ブの活 動 に も十分 と り入 れ るべ きで あ る。 な お 、数校 が共 同 で 利用 で きる

中型 ま たは 小 型 の コ ン ピュ ータ も必 要 で あ る。
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一 方
、 シ ミュ レータ 、卓上 電 子 計 算 機 を 購入 し て コン ピュー タ そ の もの

を学 習 させ よ うとい う意 図 は 上記 ミニ コ ン ピュー タ で十 分 果 せ る し、一 方 、

大 学 との連 け い に よ る コース や公 開 講 座 な どが 用 意 され るべ きで あ る。

現 在 、 コン ピュ ータ を高 度 な 道 具 と して み る以 上 に_神 格 化.した もの の

よ うに考 え る傾 向 が強 い。 ソ ロバ ン、加 算器 が発 展 した道 具 と し て身 近 か

に理 解 す る よ うな 教 育 が大 切 で あ る。 その ため に は 、 コ ン ピ ュータ 教 育 を

他 の教 科 か ら切 り離 し た存 在 と して では な く、現在 の教 育 課程 の なか で 生

き る よ うに利用 すべ き で あ る。 創 造 性 、思 考 力 を 高 め るのは 、あ くまで も

教 材 の選 択 その もの な の であ る。

問題 を解 決 す るに必 要 な手 順 と 、 この手 順 を コン ピュ ータ に理 解 させ る

媒 介 と して の プ ・グ ラ ムの書 き方 を 知 っ て コン ピュ ータ を利 用 す る こ とが
ノ

大 切 で あ る。 普通 科 高校 に お け る情報 処 理 教 育は 、技 術 専 門 家を 作 る の で

な い の で あ るか ら、 輔 過 程 の なか で ・ ン ピ"一 夕 を禾1照 し融 資効 果

を高 め つ つ 、基 本 的 な コン ピュー タ の 理解 を 深 め 、 テ レビ と同様 ・ コン ピ

ュ ータ を身 近 か な もの にす るの で な けれ ば な らな い。 活 字 に よって コ ン ピ

ュ ータ を教 え こ も うとす る よ うな 過 ち を お か さ ない こ とが肝 要 で あ ろ う。
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5.中 学 生 の コ ン ビ=一 一・"タ＼ ク ラ ブ

千葉市立葛城中学校

教諭 藤 原 伸 庸

5.1は じ め に

・著 る し隔 子工学 の発 展が電子計算機を可能 とし・今 ここ購 報化社会

が誕生 しようとしている。我 々教育 に携 わ る者 も・ この よ うな時代 の流れ

の中で未来 に生 きる子供連 が、どの よ うな価値 観や行 動意識を持たな くて

は肪 ない のか を知 る必要が ある と考 える.そ して教育の実践 活動の 中に

これ ら文明 の利 器 を導 入 す る ことは 、 ます ます増 大 す る情 報(教 育 内容 及

び 手 段)に 対 処 し、有 効 適 切 な もの にな る で あ ろ う。

5年 種 苗 に 香 川 大 附 属 中学 校 にお ・・て 引 回教 育 工学 研 究 大 会 力澗 か

れ 、 は か らず も参観 の 機会 を 得 る こ とが で きた.そ れ は教 育 の技 榊 新 と

云 うこ とで 、教 育 に もコン ピュ ータ の利 用 が 考 え られ でい た。 どち らか と

云 うとMIS(MANAGMENptiINF・OIM,ATIOiNTSYSTEM)等 で開

発 さ れ て い るテ ク ニ 。クを教 育用 に ア レシ ジ し た もの で ・教 齢 画 に した

が っ た 「フ イル ム 」 「録 音 テ ー プ」等 のAV教 具 が 半 自動的 ・ あ る いは 全

自動 的 に あ らか じめ セ ッ トされ た プ ・グ ラ ム にし たが っ て機械 的 に作 動 し

て学 習 が進 め られ 、学 習 結 果 の写'一夕 を処 理 す る よ うに した。 ミニ コ ン ピ

ュ ータ に よる学 習 オ ー トメ ー シ ョ ン とで も 云 うもので あっ た。

我 々は 、 これ を見 て特 に学 習 評価 の機 械 化 の能 率 の 良さ に 目をみ は っ た

わ けで あ っ た。 この よ うな わけ で 、 ・ ンゼ ユ 一夕 に よ る教 育 につ いて 昨 春

か ら学 校 経営 コソサ ル テ ング研 究 会 を軸 と した 「中 学・コ ン ピュ ータ 教 育委

員会」 の手 に よっ て 、 自か ら学ぶ 機 会を 得 た 事 を喜 んで い る次 第 で あ る。

コン ピュ ータ に つい て 具体 的 に勉 強 す る こ とは 、平 常 と くにか 入わ り合

い を持 つ こ とが 困難 な教 職kあ る身 で あ る ため ご我 々 も生徒 と共 に学 ぶ前

に、'L応 教 師 と してわ 学 習を や っ て お く必 要 か ら 、経営 情 報 開発 協会 理 事
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で あ る増 田米 二 先生 を 中心 と した講 師 の方 々に よってt tt昨年4月 よ り夏 休

み まで の 間約60時 間 の研 修 を 実施 し、何 とか お ぼ ろげな が ら、生徒 を 引

張 っ てゆ けそ うな気 が して きた。 そ こで第2学 期 当初 か ら、本 校 の1年 生

を対 象 と して 「コ ン ピ ュータ ク ラ ブ」 を 設立 し、生 徒共 々学 習 して い る よ

うな 次 第で あ る。

したが って 、本 文 内容 は コン ピュータ や シス テ ム的 考 え方 につ い ては 、

ノま
った くの素 人 が試 行 錯 誤 しな が らあ 孕 み 、 また指導 を受 け て進 んで きた

赤 裸 々な姿 で あ るこ とを お断 わ りして お く、活 動 の方 法 に底 迷 あ り飛 躍 も

～あ り
、 必ず し も満足 で きた もの で な い か もしれ な い が、一 筋 の光 明 を 目指

して 進 んで ゆ きた い と考 えて い る、,.おお かた の御 協力御 教 示 を賜 われ ば幸

い であ る。

5、2目 的 と活 動 の基本 計 画 と考 察

1目 的 と活 動 の基 本 計 画

1.目 的 中 学校 に おけ る コン ピ ュータ教 育 の可能 性 と そ の限 界 に

つ い て 、'実験 的 研 究 を行 な う。

2,基 本 的 な考 え方

1)中 学 生 に、 自由 に コ ン ピュー タを利 用 させ る こ とに よっ て 、 どの

程 度 まで コ ン ピ ュータ を駆 使 し、創 造 的 に システ ム を 開発 す る可

能 性 を発 揮 す るか。

2)中 学生 が 、 この よ うな 実 践 と経験 を通 じて 、 どの よ うな新 しい思

考 方 法や 行 動 意 識 を持 つ よ うにな るか。

'-3)中 学 生 に対 す る コン ピュ ータ教 育 は どの よ う.にし、 どの よ うな内

容 の もの に す る ことが 妥 当 か。(中 学 校 にお け る コ ソ ピ・ユ一夕教

育 カ リキ ュ ラム試 案)

3。 期 間 昭和44年4月 よ り昭和47年5月 まで の3ケ 年 間 とす

る。注(中 学 入 学 よ り5'年 生 まで 継続)、 可能 な らば高
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4.方 法

5.記 録

6.費 用

7.

8.

9.

報告書

校 まで の6年 間。

1)教 師 と生徒 に対 す る教 育 ・研修 を 同 時並 行 的 に行 な う。

2)原 則 と して 自主 的学 習 の(教 師 生徒 と も)の'方 式 を と

る。

3)グ ル ー プに よる学 習 ・研究 ・討議 の 方 式 を と る。

1)委 員 会議 事録 、写 真 、1教材 な どを系統 的 に保存 す る。

2)教 師 グル ー プ の研 修 、教 育 指導 に関 す る記録 を 作 成 す

る。

3)生 徒 グル ープ(個 人)別 の学 習 研 究記 録 を 作 成 す る。

本 計画 に要 す る費用 は 、 関係 協 力 機 関 に お い て原 則的 に 負

担 す る が 、一 部 は外 部 機 関 の寄 附 を受 け る。
才

1)講 師 謝 礼 は、 車 馬代 程 度 にす る。

2)コ ン ピ ュー タ の使 用 料金 は 特 別料 金 とす る。

3)教 師 ・生 徒 の研 修 学 習 につ い て は 実 費負 担 とす る。

(略)

教 師 の 研修 と学 習 方 式

1)本 校 内 に おい て 、 つ ぎの条 件 基 準 に した が っ て グル ー

プ を編 成す る。

ア 数 学 、理 科 、 社 会 科 関 係 担 当 者。

イ 年 令 は30才 台 以下 。

ウ 若 干 名 程度 で仕 事 を分 担 ず るっ

2)原 則.と して毎 週一 回 研 修 を行 な う。 注(PM4:00～

PM6;.00ま で)

3)原 則 と して毎 月一 回委 員会 との 合 同 検 討会 を 持 つ。

生徒 の学 習 方式

1)一 一一't年生 の生 徒 の中か・らつ ぎ の・基 準 に した が って 、 グル

ー プを編 成 す る。
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ア 創 造 力,科 学 性 ち 頑 張 り、 チ ー ム ワー ク 、 外 向 性 の

あ る もの 。

イ グル ー プをて 科 学技 術 シス テ ム)'(社 会 シ ステ ム)

(自 由)の5つ とす る。

ウ 各 グル ー プは10名 程度 とす る。'

2)ク ラ ブ活動 の形 式 を と る。

ろ)昭 和45年8月 末 ま でに 各 班 が それぞ れ の研究 テ ー

マ につ い て 、 シス テ ムを 開発 す る。 また47年3月 ま

で に本 格 的 な システ ム開 発 を行 な う。

且 考 察

2項 の基 本 的 な考 え方 に つい て我 々は つ ぎの よ うな 問題 を想像 して み

た 。 それは 先 づ コ ン ピュ ータが 自由 に:使え る条 件 が どの程 度 な のか ・実

際 問題 と して この 中学 生 か ン ピュ一 夕教 育プ ゴジェ ク トの理 麟(・

ン ピュ 一 夕を現 有 し稼働 させ てい る会 社)に 、 まっ た く自 由 に無 制限 に

使わ せ て もらえ る とは 考 え られ な い。 そ れ は企 業 どして成 立 す る もので

あ るので 当然 で あ ると思 う。 で は どの 程 度 な のか具 体 的 な話 し合 い が ま

と まっ た段 階 で は 、1時 間 につ き1万 円 の使 用料 と云 うこ とに なっ た。

した が っ て 、 その 費 角 の問 題 もか らん で くるた め ∴試行 錯 誤的 な使 用

を さけ て 、相 当綿 密 な 指導 及 び 検討 を 加 え つつ 積 み あ げて ゆ く方 式 と し

な けれ ば な らな い。 また テ ス トラ'ン前 の デ ス クデ バ グは重 要 な もの と な

るで あ ろ う。

つ ぎ に思 考方 法 や行動 意識 に どの よ うな変 革 を もた らすか に つい ては 、

シス テ ム的 な 考 え方 や 見 方 は 、 システ ム フ ローチ ャ ー ト ・コン ト ・一ル

フ 。一 チ ャ ー トを 書か せ る こ と に よって 、関 連 事象 を 巨視 的 に ま とめ 、

か つサ ブ シス テ ム につ い て具 体 とむ すび つ け られ る よ うに しな け れ ば な

らない 。 例 え ば 中学 生 と しての 生活 を考 えた とき 、学 習や 日常 の行 動 、

あ るい ほ 研 究活 動 を 効率 的 に行 な うよ うな思 考 基盤 を位 置づ けら れ る よ
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うにす る こ とで あ る。 この こ とに よっ て発 生 す る行 動 は 、 調和 の とれ た

しか も明確 な志 向 を持 つ こ とが.で き る と考 え る。.

コ ン ピュ ータ を 、 この.ような 形 式 の媒体 と して 使 用 す るわ けで あ る が 、

我 々教 師 がク ラ ブ発足 を前 に実 施 した 研修 を反 省 して み て 、 シス.テム の.

中 に位 置 づ け る コン ピュータ の機 能 が 、 明確 に理 解 され て い な い と、 ど

の よ うな 事 が実 現 可能 な の か不 明 な た め 、.ロ ジ ック な思 考発 展 を生 み に

くい。 そ こで 生徒 指 導 に当 っ,て先 づ コン ビ:ユ一夕 は何 が で き るの か ・ そ

して どの よ うに操作(命 令 を与 え るこ と)す れ ば どの よ うに作 動(出 力

の形)す るのか 、を理 解 して お く必 要 が あ ると考 え 、 コー ディ ング及 び

入 出力 形 式 につ い て フP－ チ ャー トと関 連 的 に進 め る よ うに した。 もち

ろ ん我 々だ けで は 暖味 な部分 がで き る心 配 が あ るので 専 門 家 の 御 指導 を

受 け るわ け で あ る。

3,4,5項uaつ い ては さ して 問題 点 は な ・・が 、6項 の 費用 の点 に つ

い て は 、 い ろい ろ と困.難 に突 き当 る と考 え ら れた。 先 づ教 師 の研 修 につ

い て 、 参考 書等 は各 自,で賄 うが夏 休 み 中 の 研修 は 、空 調 等 が ない の で、

この よ うな高 度 の 思考 を要 す る学 習 は能 率 の 点 で問題 が あ る・特 に多 方

面 にわ た る研修 が 県 市 の 段階 で も計画 され てい る時 期 に 当 るの で ・ ま と

まっ た 研修 を短 時 日で 能率 的 に実 施 す る必 要 か ら施 設 の 良 い場 所 を 使 わ

な けれ ばな らな い。 した がっ て この会 場 費 は馬鹿 にな らな い.・そ の他 交

通 費 、 コン ピ ュータ使 用料 等 を 考 え る と、個 人 負 担 の 外 に20～50万

円 の 予 算 を組 む必 要 が あ ろ う。

8項 の 毎週一 回 の 研修 は 、時 間 的 には さ して問題 は な い が 、丁研 修 に要

す る印 刷物 の事 前 の 準備 に多少 の 時 間 を さい て くれ る人 が いな くては な

らな い。 また 月一 回 の合 同検 討 会 も 、生 徒 の ク ラ ブ活動 の 時 間数 及び 内

容 と も関 連 して弾 力 的 に開 くのが よい。

当校 に お いて は 、 す で に あ るク ラ ブ に参 加 して い る生 徒 の中 の希 望 者

に よっ て 、 コン ピュ」 タ ク ラ ブを創 設 す る こ と にな り、指 導 に 当 る教 師'
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の数 も常 時 で は ない が約1'5名 程 にな っ てい るの で 、生 徒 教 師其他 の ク ラ

ラ プとの駈 け持 ち で あ る関係 ふ ら、原 則 と して土曜 日の午 後(PN1:00

～PM3:00)に 活動 す る こ と にな った 、'このた め 合 同検 討 会 は 学 習 の

進 み具 合 に応 じて開 催 す る よ う'になっ た。 現在 で は検 討会 も、 ク ラ ブ活

動 の時 点 にお い て 、生 徒 の 進歩 の状 況 と に らみ 合 わせ て 内容 に修 正 を加

え 、 目的 の方 向 に自立を取 る よ う'な話 し合 い を実 施 し てい る。

9項 の生徒 学:習方 式 につ いて は 、科学 技 術 ・社 会 ・自由の グ ル ー プ分

けは始 め か ら これ を行 なわ ず 、合 同 で基 本 的 な教 育 を行 な'い、 か な り高

まっ た 時点 にお い て分 割 した り、 また必 要 に応 じて合併 した りす る方 式

とす る こと にな った。

5.5教 育 ス ケ ジ ュ ー ル

1ソ フ トウエ ア

/電 子 計 算 機 の 歴 史2.電 子 計 算 機 と は5.電 子 計 算 機 に 関 す る 熟

語4.電 子 計 算 機 シ ス テ ム の 背 景 と構 成5.フFl－ チ ャ ー トの 作 成

6.プ ロ グ ラ ミ ン グ7.プPグ ラ ミ ン グ 技 術

且 ハ ー ドウ エ ア

1.電 子 計 算 機 本 体 の 機 能 と構 造2入 出 力 装 置 の 機 能 と 構 造

'5
.付 属 装 置

'皿 ア プ リケ ー シ ョ ン

1.情 報 処 理 学 会 誌2.「 コ ン ピ ュ ー ト ピ ア」 。(増 田 米 二 著 、 ダイ

ヤ モ ン ド社)

Wシ ス テ ム

1.シ ス テ ム の 基 礎2.集 合 論 ・確 率 論 。5.記 号 論 理 学 。

4.社 会 モ デ ル に お け る フ イ ー ドバ ヅ ク 系 。

5.数 学 的 モ デ ル(特 に オ ペ レー シ ョ ンズ リサ ー チ)の 概 略 。

6.シ ス テ ム の 実 例 説 明(具 体 的 に 取 りあ げ る)。
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鍵 スガ_・ ・としては システム・元日発 の酬 に別 てかな り多触

嘩 黙 れ た.実 麟 醐 は 、 ・のスケ ジ・一・レ噛 して 洛 囎 酪

全蜘d。 たっ てなるべ く理解 さns・L・ め に誤 勅 勘 て肋 なが ら

進行 させぽ 要な もの翻 であ るかを縫 自身 醗 見 で きる方 向噛 っ

てゆ くよ うにす ることは 、とくに大切 な ことであ る。

雛 ば始 め にア ブ・ヶ ーシ・ンで・ ・ンビ亡 ・ピアの話 しをする・

次に集合論や,進 数から電子計継 の騨 なら みの酬 ぺ そ・て具

体搬 あげて鉢 触 問題 が どの よ うに シスデ・化 され プ・グラム化 さ

れ るのかを縛 し、語 計 鎌 ・)勝 をやって謙 齢 しくみ禰 きを

知 る よ うに ステ ップを ふ ん でゆ くの で あ る。

具 体 的 な シ ス テ 痔 習 の ス ケ ー:〉一=一一ル を マ ト リク ス1之 び … 一チ ャ ー

トで 示 す と、表1図 の よ うで あ る。

(表1)

1∵
}一一 一一
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5.4活 動 の 実際

コン ピ ュ_タ ク ラ ブ の活 動は 、計 画 の 当初 に のべ た よ うに ・生 徒 が シス

テム を開発 す るので あ るか ら認 考方 法 槻 在 までの環 境 が どの よ うに人

格 形 成 には 訪 い て いた かを 始 め に調査 して 原 出鯨 をは っ き りして お く

必 要 が あ る.こ の 意味 で意 調 査 嫉 施 した その大 まか な内容 は ・手 縫

が それ ぞ れ 目的 を もって実 践 した こ と、 コ ン ピ ュータ の関 心 度 と動機 、 そ

して クラ ブ 活動 を 通 して や って み た い と思 っ て い る こと等 で ある・

つ ぎ に研 究 で あ るか ら.記 録 を と らな くて は な らな い ・ この方 法 は学習

した ・と研 究 した こ とは す べ て鰐 ・ 一 トva記 載 し ㍉7挺 提 出 さぜ フ ァ

イル して お く よ うに す る。

学習 の 初め は 西 づ ア プ リケ ー シ ・ ンで ・講 醐 よって コ ン ピ ユ プ と

ユ ー トピアめ 話 しを して もらい動 機 づけ と方 向 を示 し て もらっ た・

っ ぎか らは 主 と して 、我 々が 力 を 合 わせ て 指導 した。 学 習 に よっ て 高 め

られ た生 徒 の作 品 を皿 項 にか ふげ るの で 、.ここで は 題 目 と簡単 な説 明 を の

べ る こ とにす る。

1指 導 と活動 の手順

1.電 子計 算 機 の 話

1)手 順 と ・ ・一チ ャ ー ト.(ほ ん との フP・一ーチ ヤ ・-Fvaは 約 束 が あ

るつ

2)電 子計 算機 の構 成。(図 解 して 、入 力 ・出 力 、 記憶 装 置 、演 算 装

置 、制 御 装 置)

3)数 字 の表 現。1(10進 数 と2進 数 、 中学1年 で は学 習 して あ る)

4)一 般 情報 の2値 表 現 。(20の 扉 を例 に して)

5)人 間 と コン ビ ゴータ の比 較 。,(表 に して比較)

6)論 理 関係 。'(and・or・not)(図 解説 明 、集 合 で 学習 し て あ る)

7)ス イ ッチ の直 並 列 接 続 。(電 流 の断続 の組 み合 わせ)
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2.FORTPvAN基 本 プ ロ グ ラ ミ ン グ(計 算)

2つ の デ ーク 、A,Bの 和 ・差 ・積 ・商 を 求 め る

1)フ ロ ー チ ャ ー トo(計 算 の 具 体 的 な フP－ チ ャ ー ト)'

2)プ ロ グ ラ ム。(フ ロ ー チ ャ ー トとの 関 連 に お い て 説 明 を 加 え た)

5)電 算 機 の 見 学 会 。(今 ま で や っ た もの が 実 際 と ど う関 連 す る の か

し らべ る)

4)定 数 と 変 数 。(実 定 数 、 変 数 、 整 変 数 、 実 変 数 に つ い て の説 明)

5)コ ー デ ソ グ 技 術 。(文 字 、数 字 、 特 殊 文 字 、 書 き方 、 行 や 桁 、

FORMAT)

6)判 断 や 飛 び 越 し の フ ロ ー チ ャ ー トと フ ロ ク フ'ミ ン ク。

3.情 報 検 索'

1)犬 屋 さん の 仕 事 を ゴ ン ピ ュ 一 夕 に 入 れ て 、 お 客 の 希 望 に 合 う犬 を

さ が す フ ロ ー

2)分 類 の力 法(大 き さ 、用途 、毛色 、 系統 、手 の長 さ 、尾 の形)

3)デ ータ カ ー ド形 式 指定 。

4)出 力 の文 章 表 現 指定 。

5)プ ログ ラ ミング

6)生 徒 の 自主 的活 動 。(犬 屋 さ んの例 に な ら った シス テ ム開発)

国 内旅 行案 内 、国外 旅 行案 内 、 自動 車の サ ー ビス販 売 の3グ ル ー

プで実 施。

ア シス テ ム フ ローチ ャ ー トの作 成。

イ 旅 行社 及 び 自動 車 会社 く 出向 い て カタ ・グを 集 め る。

ウ デ ー タを分 析 して 、 コ ン トローーール フP－ チ ャ ー トの作 成。

エ シス テ ム と関 連 的 に条件 を入 れ た コ ン トロ ール フF、一チ ャ ー ト

の発 表 と討 論 会 の 開催 。(NHKに よる録 画 の実 施)・

オ コン ト ロール フ ローチ ヤ ー トに よる プ ログ ラ ミング及 び デ ス ク

デバ グ。
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カ プ ログ ラム の合 同 検 討 会。

4.・ パ ンチ の打 ち込 み。(フ ア コ ム ライ タ ーが 当校 の隣 りの県 教 育 セ ン

タ ー に あ るの で借用 して実 習 す る)'一

以 上 で昭 和44年 度 分 終 了

∬ 用 具 の くふ う

実 際 活動 に当 って 、理 解 しに くい もの は リー ドフ ォ ーマ ッ ト ・ライ ト

フォ ーマ ッ トに つい て の 、 プ ログ ラム表 現 との関 係 で あ る。 そ こで この

点 を解 決 す る方 法 として 「オ ーバ ーヘ ッ ドブ ・ジエ クタ ー」 を 利 用 し 、

熱印 刷 で き る トラ ンスペ ア レン シ ーに 、 プ ログ ラ ム コーデ ング シ ー ト及

び カ ー ド、そ して 出力 印刷 用紙 の らん を約1.5倍 程 度 に拡 大 して印 刷 し

て お き、 この トラ ンスペ ア レン シー に、 サ イ ンペ ンで書 い て説 明 す る よ

うに した。(図2・5)

この よ うな方法 に よっ て、 プ ログ ラム の記 述 が具 体 的 な カ ー ドや 出 力

形 式 と対 比 して、 説 明 す る こ とがで き、 しか も大 き な特 徴 は、大 勢 の 者

が 白昼 の 室内 で 同時 に学 習 す る こ とが で き る とと もに、サ イ ンペ ン で書

い た トラ ン スペ ア レン シーは 容易 に 消 した り書 い た りで き るの で あ る。

わ れ わ れ は 、 この用 具 を 保 っ て 前述 した よ うに プPグ ラ ムを具 体 に む

す び つ け て説 明 し、理 解 させ る こ とに 成功 した。 また 生徒 の発 表 に も応

用 し、特 に フ ロ ーチ ャ ー ト等 は 、 あ らか じめ 更紙 に印 刷配 布 してお い て 、

そ の説 明や 討論 に活用 させ る よ うに して い る。
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正 ク ラブ活動を通 じて得 られた作品

1項 の指導 と活動 の手順 に よっ て.s実 践 してきた結果現在(全 学 習時

間 は36時 間)で は 、次 に かXげ る よ うな もの が作 品 と して 討議 され て

い る。(7例 中 、5例 を かXげ る、 これ は すべ て生 徒 の 自由 活動 と発 想

に よる もの で 、 あ ま り具 体 に つい て の指 導 は な され て い ない分 で あ る)

1三li}一 一 枚

5.5反 省

指 導 と活 動 の経 過 を ふ りか え って み る と 、 と くに シス テ ム と言 う考 え 方

よ りも、 コ ン ピュー タ そ の もの にか け る こ との方 が 先行 して しまい 、細 分

化 され た ロヂ ック な 考 え方 が前 面 に出 て きた ため 、 コ ン トロール フ ロー チ

ャ ー トが い きな り表 現 され る結 果 にな っ た 。 これ に よる と 、今 まで の活動

では 、 生徒 達 は 我 々の予 想 も して い なか っ た よ うな。 詳細 か つ綿 密 な 思 考

を持 ち 合 わ せ て い るこ と がわ か っ た の で。 今 後 の進 め 方 は 、 シス テ ムの 意

義 を よ く理 解 させ 、現 在 までの思 考 方 式 が 巨視 的 な事 象 の とらえ方 の一 部

分 で あ り、 全体 の関 連 の 中の1パi・ 一ト(サ ブ シス テ ム)に お ろ して ゆ く よ

うな方 向 に進 め る よ うな理 解 に達 した い と 考 え てい る 。 そ の他 具体 的 に は

全体 を ロヂックにした 全 シ ステム の説 明 は 困難 で あや ま り易 い こと も実 践 を

通 じて 理解 され た と思 うの で、 分割 整理 す る方法 を 取 り入 れ た り、 細部 に

わ た って は 、 テ ン プ レー トの利 用(購 入 して い な かっ た)や 、 プ ログ ラ ム

上 のDO及 びDIMENSION等 の手 法 を学 習 した り、FANKTION関 数

を利 用 し て、一 層 合理 的 な、 コ ン ピ ュー タ ク ラ ブの活 動 に した い。

一方 教 師側 の学 習 も、 校務 多忙 の 中で お こな われ て い るが、 当校 で は

FACOM230-一 ・20.ig借 用 で きる よ うに なっ てい る。 この機械 は企 業 と し

て コボル に なっ てい るが.こ れ を 、 フォ トラソで働 かせ る よ うに した り、

テー プパ ンチ の機 械 との 互 換性 を 考 え た り、八方 手 を つ くす ことも あ るの
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で、容 易 な もので は な かっ た 。

本 年 は年 度 当初 か ら の計 画 では な かっ た の で、 予 算 面 に は特 に心 配 して

い た だ いた 。 また 、 わず か36時 間 の学 習で あっ た が 、 中学 コン ピュータ

教 育委 員会 の適 切 な 御指 導 に よ り・何 とか こ こ まで た ど りつ けた 事 を感 謝

す る次 第 で あ る。
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そ の1

北 村 頼 明 高 田 治 子

情 報検 索(.1.R)45.2.14 小 林 茂 洋 高 長 谷 千

客 の 希 望 条件 を全 て 満 た す 車 が あ るか ど うか を調 べ 、 も しな かっ た場 合

は 客 の希 望 に 合わ ない 項 目が1ヵ 所 以 内 の 車 を選 び 出 し、 印刷 した い。

△扱 う範囲

国産 の乗用車(新 車)

△選択項 目

①価格
(価格)

② エ ン ジ ン

(性 能)

③色
(好み)

50万 円台

60〃

90〃

360QC

1200〃

1600〃

1900〃

黒 系

緑 系

0

3

6

0

5

6

9

0

3

40万 円 台

アo〃

100〃

8000C

'1500〃

1700〃

200b"

志 エ乞田!1、

黄 系

1

4

7

1

4

7

10

1

4

50フ ヅ円台、2

80〃5

1000Cじ

150 .O"

1800〃

4000〃

赤.系

白 系

2

5

8

11

2

5

※ 実 際 には12の 項 目 があ ります が 自動車 を扱 っ た 班iは どれ を もみ な

同 じで す か ら こ こで は省 略 し ます。

△ 出 力

すべ て の条 件 を 満 た す 車 が合 った 場 合 「ア ナタ ノキ ボ ウ ニ ア ゥ クル三 八

ー ・」な か っ た 場 合 「ア リ マ セ ソ」 「ア ナ タ ノキ ボ ウ ト ヒ トソ ダ ケ ア ワ ナ

イ ト コ ロ ガ ァ ル クル マ ハ ……(車 の 番 号つ …… 」

そ れ も な か っ た 場 合 「ア リマ セ ン」
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<遷 竺ンレ

＼ 、

ピニi『豆≡ ぺ』し 麗○〉

一ノ ー㌻＼ 〉 __－

L⊥ 三聖 _一__

生 霊 ど0〈([q..,l
LＬL二 巴±三 」i

ぐ鵬(一千 旨下㌧ 二 ∴__.」

已三(∫=?〕i)>no ＼
.走.』 旦 旦__-

N=1十5・

　nO

∈<き ・㌃＼ ・

L

「ありません」

「あなたの希望 と
'1つ だけ合 わiSkA

所 が ある車 は」 と

印刷

晶
で

ye『

/へ ＼ 、/

性 能1が＼＼
ノ合うか3/

＼/

lyeS

フ ζ＼
/好'み が＼＼＼
＼ぐうジ/

Ty,・

↓}一^一 一「'

J==J十11

し________

ア

{
車の番号を印刷
＼こ

こゴ/(く

芦

川

yes

＼

芸+ltll':kg?o!

レ 、T,

「あ言㌫ 『自

＼ 印 刷,/
＼ 一ノ 「

＼レ

OP
ノ

・←」
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そ の2

作 製者 深 山 、 紅谷 、 早野 、 細川

旅行 の(国 内 津 を ・ン ピュ一夕に入 れて 、瀦 の希望 給 う旅 行先をす

ぐに さが し出 し てみ た い。

そ こで 、旅 行 の 条件 を 次 の よ うに分 類 して お くこ とに す る。

① 目的 見 学

レジ ャ ー

新 婚

保 養

0

1

2

3

②捲 ぽ1三li

已:　 …1

③ 日数 日返 り

日

2～4F{

5～7日

8～10

0

1

2

5

日… ……4

11日 以 上 ……5

④ 乗 り物/自 動車

鉄 道

0

/船

卜飛行機

「

2

3

つ ぎ に分類 された 項 目 と旅 行 先 の番号 を カ ー ドにパ ンチ して お く(入 力)

Jと す る
1と す る

二二二 、._
/'/

/
/

旅 行先の

番号

201

桁

〆一 一 ・
目

的

1桁

予

算

1桁

日

数

1桁

乗

り

物

1桁

旅 行 先 の番 号を ・

1と し

分類 をJと す る
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◎ 客 の希望す る分類 の旅行先を さが してあれば旅行先を印刷 し{ア ナタ ノ

キ ボ ー ス ル リヨ コー サ キ ハ(い くつ)ア リマ ス}と 印 刷 す る。

また は けれ ば げ ンネ ソ デ ス ガ ア ・マ セ ソ}と 馴 す る二

分類 カ ー ドの最 後 には○ ○ の か 一 ドを入 れ てお く。

◎ フ ローチ ャ ー ト

て 竺 二・、≡ ⊃ ・… ・・;

「一

己 繍 ⇒
る'旅行先はi

].._… … ・.・一'へ ・咋)＼

!
1・ 一 ・1
|
1______ .。_.」

↓
/～ 一 寸

隔 の艦 よ1・ とする
L___一 」

1… 一一{一 →↓

「.,。
ひ 　

←高(ミ≡ 〉

▽ 竺

巨8±1

ピ;　 1・とす・

二曇 葺 く 三〉与 一　

1いる時の印← 「
轍 行先
、、一

十

刷 ズ 、…」

L_/

靖 塒 の叫 → ζs'品 ⊇⊃
＼一ー一←下

1と す る

「三7三 －L
.一一.一、

ります1

＼ ノ 斗
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そ の3

情 報 検 索(1.R)'S45.2.14

新 海 敦 鈴 木 光 弘

林 俊 彦 高 橋 幸 子

戸 村 裕 子

国 外

旅 篠 内 の仕 軸 ・/ピ ・一夕 臥 れ て 纏 の鶴 崎 う旅 行 コース を す

ぐに さが し出 した.い。

そ こで 、 お客 の 希 望を 次 の よ うに分類 して お く

予 算

0.

1.

2.

5.

4.

5.

6.

7.

8.

9

10万 円 以下

20万 円 まで

30万 円 まで

40万 円 まで

50万 円 まで

60万 円 まで

70万 円 まで

80万 円 まで

90万 円 まで

100万 円 まで

(1人 分)

日

0.

1.

2.

3,

4.

5.

数

5日 以 内

10日 以 内

15日 以 内

20日 以 内

30日 以 内

31日 以 上

注 た だ し、乗 り物 は 飛 行 機 、 目 的 は

新 婚旅 行 、観 光 、保 養 に限 る。

◎ 分 類 さ れ た 項 目 と コー ス の番 号 を 、カ ー ドに パ ンチ す る。(入 力)

コー ス の番 号

(99以 下)

← 一 一2桁 一→

予

算

1桁

日

数

1桁

コースの番号K

分 類J
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■

ベ トぼ コ

iSTARTl
◎ 流れ図 一 －r…

r=⊆ を読己
・L __」

τ

∠}灘鷺 和
一_上 く

/〔 資料⇒
1

{"
1

1booo<

'
・レ

<逮 メr〆璽7
一史.

～ 採金づ 通喜一〉
＼//
110000≧-

L___こ

/≡7、'㌔ ∴.

ヂ'1

、

工
|

STOP 1_
∫

@出-カ

① アナ。,、 セ 。,、,。 シユ,ガ ご デ:キ二相 。。詞 。ネヘ

オ コ ヅ カ イ ニ、 ドウ ゾ 。 デ ハ、 オ タ ッ シヤ ァ

② ア ナ 夕 雲 、 テ キス ル 、 コLス ぐ 、 〈._)コ ー ス デ ス
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中 学 ・高 校 生 向 け コンピュー タ 啓 蒙 パ ン

フ レ ッ ト作 成 に 関 す る 監 修 委 員 会

委 員4;簿

中

田

縮

小

藤

水

森

中

方

林

原

口

寛

宏

興

伸

脩

平

助

也

庸

嗣

横 浜市 立大 学 ・教 授

東京都教育庁指導部 ・指導主 事

東京都立北豊島工業 高校 ・教諭

東京都教育 庁指導部 ・指導主 事

千 葉市 立葛城 中学校 ・教諭

㈱ コンピ ュー タ ・エー ジ社 ・編 集長
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